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ちゃたんの人口《令和6年2月末現在》（  ）内は前月との比較

人口 29,160人 （+42） 男 13,877人 （+23） 女 15,066人 （+19） 世帯数 12,529 世帯（+32）

《町花》フイリソシンカ 《町木》センダン
本号とバックナンバーは、北谷町役場ホームページでご覧になれます

広報ちゃたん 検 索http://www.chatan.jp 
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北谷町公式LINE
LINEの友達登録者数が
4,200人を突破したたん！

沖縄県議会議員一般選挙
投票日 6月16日（日）

お問い合わせ　企画財政課　管財係　☎936-1234（内線1342）

お問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎936-1234（内線5310）

お問い合わせ　学校教育課　指導係　☎936-1234（内線5222）

北谷町役場
来庁者用
駐車場変更の
おしらせ

来庁者駐車場配置図

北谷町役場庁舎

上下水道庁舎

こばし内科クリニック
とうま整形外科クリニック

来庁者駐車場

文化展示室（1階）
文化課執務室（2階）

令和6年4月1日から来庁者用
駐車場の配置が上下水道庁舎隣
へと変更になります。

特別支援学校入学・特別支援学級入級に係る教育相談のご案内
北谷町教育委員会では特別な支援を必要とするお子様に対しての教育相談を行います。
令和7年4月から、特別支援学校や特別支援学級への入学・入級を希望される幼児児童生徒の保護者の方は、在
籍している町立保育所・認可保育園・町立幼稚園・町立小中学校へ相談し、6月25日（火）までに申請してください。上
記以外の施設や家庭で保育されている場合は、教育委員会へ直接申請してください。

令和6年度 北谷町ハワイ短期留学派遣生募集
北谷町教育委員会では、国際性豊かな人材育成を図るため、北谷町に在住する中学生
及び高校生15名程度をアメリカ合衆国ハワイ州へ派遣します。

日　時 令和6年5月14日（火）　15：00～16：30（受付14：30～）
場　所 北谷町役場　1階　レセプションホール

内　容 特別支援学校への入学及び特別支援学級入級に係る申請手続きに
ついて特別支援学校での指導について　等

対象者 令和7年度　特別支援学校及び特別支援学級への入学・入級を
希望する保護者及び関係者（担任、支援者等）

【特別支援教育に関する就学説明会】

期　間 令和6年5月20日（月）～6月13日（木）
窓　口 北谷町役場３階　北谷町教育委員会 学校教育課（電話での予約をお願いします）

【特別支援教育に関する教育相談】

相談後、6月25日（火）までに北谷町教育委員会　学校教育課へ申請をお願いします。

１ 派遣期間（予定）
令和６年７月２２日（月）から８月８日（木）までの１８日間

３ 派遣費用
３割負担（ただし、個人負担額の上限は10万円）

２ 派遣内容
（１）オリエンテーション及び事前研修（英会話・琉球伝統芸能）
（２）ハワイ東海インターナショナルカレッジ講師による語学学

習や課外研修、ハワイ東海インターナショナルカレッジ学
生寮滞在

（３）北谷・嘉手納町人会、沖縄県人会でのホームステイ体験や
ピクニック交流会

（４）事後研修及び報告書作成

４ 申込書の受付
令和６年３月２８日（木）～４月２４日（水）
（郵送の場合は４月２４日必着）
8時30分～17時15分（土日祝日を除く）

５ 選考方法
提出書類、作文及び面接（日本語と英語）

６ 選考試験の日時及び場所
日　時：令和６年５月１１日（土）
場　所：北谷町役場
※応募資格、申込書、推薦書、（準）要保護世帯等の負担額に関しての
　詳しい内容は、町ホームページにてお知らせします。

目指せ、頂点
。

ちばりよー！

        ドラゴ
ンズ！

中日ドラゴンズ沖縄春季キャンプ＠Agreスタジアム北谷（関連記事はp2-3）

北谷町イメージキャラクター
ちーたん

©中日ドラゴンズ



ちばりよ～！中日ドラゴンズ！
２月１日から２５日までの２５日間、Agreスタジアム北谷において、中日ドラゴンズ春季キャンプが行われました。
北谷町で行われる春季キャンプは今年で２8年目になり、選手達はシーズン開幕に向けて厳しい練習に取り組んでいました。
２０２４年の中日ドラゴンズのスローガンは「勇龍突進（ゆうりゅうとっしん）」。挑戦者が勇敢に突き進み、辰年での王座奪
還にむけ、チャレンジするシーズンになることを期待しております。
新たな戦力を加え、立浪監督勝負の３年目！勝利に向かって、ちばりよ～！ドラゴンズ！！

Agreスタジアム北谷正面にて、軽食
振る舞いを実施し、県内外のファンへ沖
縄料理のイナムドゥチを振る舞いました。

第22回野球教室を実施しました。本町の小学生野球チームがドラゴンズの
選手から直接指導していただける貴重な機会になりました。

北谷第二小学校にて、朝の挨拶運動を実施しました。ちーたんとドアラが小学校を訪問し、挨拶運動のお手伝いをしました。

2／1 キャンプインセレモニー・春季キャンプ開始

2／3 軽食振る舞い・野球教室

2／8 ちーたん・ドアラ　朝の挨拶運動

2／ ～23 25 中日ドラゴンズオープン戦

中田選手 仲地投手 細川選手 立浪監督

大野投手 松山投手 宇佐見選手
©中日ドラゴンズ

仲地投手（左）と渡久地町長（右）

23日～25日は、オープン戦が開催されました。試合前には本町の中学生から、記念品を贈呈しました。また、小学生野球
チームは始球式に参加しました。
試合は３日間を通して1勝2敗。今シーズンに向けて、スタートを切りました。

２０２４年中日ドラゴンズプロ野球公式戦は
３月２９日（金）東京ヤクルトスワローズ戦（神宮）

から始まるタン！優勝目指して、ちばりよー！ドラゴンズ！
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１ 

は
じ
め
に

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
現
場
に
お
い
て
復
旧
・
支
援

活
動
に
従
事
し
て
い
る
皆
様
に
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
８
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
、
本
町
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
に

設
置
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、日
本
代
表
を
応
援
し
、大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

激
戦
の
末
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権

を
獲
得
し
た
日
本
代
表
の
雄
姿
は
、
コ
ロ
ナ

禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
閉
塞
感
を
吹

き
飛
ば
し
、
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、本
大
会
実
施
に
伴
い
、町
立
小
中
学

生
と
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
会
や
沖

縄
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
参
加
国
ド
イ
ツ
の
料

理
が
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
得
た
経
験
は
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
力
を
養
い
、
多
様
な

価
値
観
を
知
り
、視
野
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち

に
大
き
な
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
大
会
の
成
果
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
観
光
需
要
回
復
や
本
町
の
魅
力

発
信
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
大
会

を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
成
果
や
盛
り
上
が

り
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振

興
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

を
目
指
し
、さ
ら
に
、町
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、「
北
谷
町
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
と
れ
」
の
機
能
拡
張
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
の
約
束

で
あ
る
公
約
か
ら
町
立
小
中
学
校
の
学
校
給

食
費
完
全
無
償
化
を
実
現
し
、
ま
た
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
給
付
金

給
付
事
業
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
校

給
食
費
完
全
無
償
化
や
高
校
生
世
代
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
等
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

及
び
出
産
に
伴
う
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組

み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
本
町
に
お
け
る
文
化
発
信
拠
点

と
な
る
町
立
博
物
館
と
国
指
定
史
跡
伊
礼
原

遺
跡
が
い
よ
い
よ
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。縄

文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
脈
々
と
続
く
町
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
環
境
を
紹
介
し
、
日
本
固

有
の
縄
文
文
化
と
沖
縄
特
有
の
文
化
が
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
地
域
と
協
働

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
資

源
と
な
る
よ
う
西
海
岸
地
域
と
の
連
携
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
町
の
観
光
競
争
力
を
高
め

る
た
め
の
新
た
な
財
源
と
し
て
観
光
目
的
税

導
入
に
向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
町
は
、令
和
７
年
４
月
に「
町
制
施
行
45

周
年
」の
節
目
を
迎
え
ま
す
。先
達
の
ま
ち
づ

く
り
に
か
け
る
思
い
の
積
み
重
ね
が
、
い
ま

の
北
谷
町
を
築
き
上
げ
た
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。今
日
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

な
が
ら
、本
町
の
将
来
像「
一
人
か
ら
始
ま
る

　
広
が
る
大
き
な
輪
　
み
ん
な
で
育
む
北
谷

町
」の
も
と
、こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続
・
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と
の
約

束
で
あ
る
公
約
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
町
政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

本
町
を
取
り
巻
く

　 

社
会
経
済
情
勢

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
人

口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
に
お
い
て
も
進
行
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
総
人
口
は
、
平
成
31
年
か
ら
令
和

３
年
ま
で
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
令
和
４
年

に
は
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
令
和
５
年
１

月
時
点
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は

21
％
を
超
え「
超
高
齢
社
会
」を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

本
年
は
、
第
一
保
育
所
跡
地
に
誘
致
し
て

ま
い
り
ま
し
た
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
い
よ
い
よ
開
所
さ
れ
ま
す
。今
後

増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
高
齢
者
に
対
応

し
、
人
々
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、
第
２

期
北
谷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
、
沖
縄
総

合
事
務
局
が
発
表
し
た
「
管
内
経
済
情
勢
報

告（
令
和
６
年
１
月
）」に
よ
る
と
、物
価
上
昇

の
影
響
が
あ
る
も
の
の
外
出
機
会
の
増
加
や

観
光
需
要
が
好
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
回
復

し
つ
つ
あ
る
」と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
５
類
に
移
行

さ
れ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
通
常
開
催
や
、国
内

入
域
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
等
の
水
準

ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前

の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
は
ま
だ

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
回
復
傾
向
で
推
移

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
物
価
上
昇

や
金
融
資
本
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
機
動
的

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
お
け
る
沖
縄
振
興
予
算

は
、３
年
連
続
で
３
，０
０
０
億
円
台
を
割
り

込
み
、県
が
使
途
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る「
沖

縄
振
興
一
括
交
付
金
」
は
前
年
度
当
初
予
算

か
ら
10
年
ぶ
り
に
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
、
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
国
・
県
の
制
度
や
補
助
事
業
を
積
極
的

に
活
用
し
、
財
源
の
確
実
な
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

長
引
く
物
価
高
騰
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
本
年
４
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で
上
水
道

の
基
本
料
金
全
額
免
除
を
行
い
、
町
民
や
町

内
事
業
者
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
国
や
県
の
支
援
策
等
の
動
向
を
注
視

し
、
必
要
な
支
援
策
を
適
宜
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

３ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

　 

行
財
政
運
営

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
と
な

る
町
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
情
報
公
開
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、広
報
ち
ゃ
た
ん
、広
報
無
線
に
加

え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
新
た
な
媒
体

を
活
用
し
た
情
報
共
有
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
町
政

に
対
す
る
意
見
等
を
広
く
収
集
し
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
の
検
証
結
果
等
の
公
開
と
広
聴
活

動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
国
の
動
き
を
踏

ま
え
、
全
庁
横
断
的
に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
効

率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営

の
た
め
、
関
係
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の

進
展
等
に
伴
う
社
会
保
障
給
付
の
増
加
、
制

度
改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
人
件
費

の
増
加
及
び
物
価
高
騰
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、適
切
な
課
税
に
努
め
る
と
と
も
に
、

多
様
化
し
た
収
納
手
段
の
普
及
促
進
に
よ
り

徴
収
率
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、日
本
復
帰
を
契
機
と
し
て
、昭
和
50

年
代
に
整
備
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
時
期

を
集
中
し
て
迎
え
る
状
況
に
あ
り
、
更
新
費

用
及
び
維
持
管
理
費
並
び
に
維
持
補
修
費
の

増
加
等
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、「
北
谷
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、長
期
的
な

視
点
を
も
っ
て
公
共
施
設
の
更
新・統
廃
合
・

長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
整
備
や

更
新
時
に
は
、
従
来
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、柔
軟
な
発
想
を
持
っ
て
、財

政
圧
縮
効
果
と
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
活
か
し
た
民
間
活
力
の
導
入
可
能
性
に
つ

い
て
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
商
工
業
研
修
等

施
設
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

「（
仮
称
）
北
谷
町
上
勢
頭
地
区
公
共
施
設
複

合
化
基
本
計
画
」を
策
定
し
、敷
地
全
体
の
効

率
的
・
効
果
的
な
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、温
水
利
用
型
健
康
運
動
施
設（
ち
ゅ

ら
ー
ゆ
）を
含
む
北
谷
公
園
の
一
部
で
は
、新

た
な
賑
わ
い
創
出
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
町
内

で
初
め
て
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
に
よ

る
施
設
整
備
を
推
進
し
、
事
業
者
公
募
に
向

け
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て

い
る
公
営
企
業
会
計
部
門
に
つ
き
ま
し
て

は
、
策
定
し
た
経
営
戦
略
の
検
証
・
見
直
し

を
通
し
て
、
中
・
長
期
に
わ
た
る
経
営
状
況

の
把
握
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
健
全
で
持

続
的
な
事
業
運
営
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
経

営
状
況
の
安
定
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
き

ま
す
が
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、効
果
的
な
予
算
配
分
の
実
施
等
、財
政
の

健
全
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
施
策
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
念
頭
に
お
き
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、多

様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
必

要
性
及
び
費
用
対
効
果
等
を
十
分
に
考
慮
し

た
う
え
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
４
日

北
谷
町
長
　渡
久
地 

政
志

サテライトファンゾーン

町立博物館温水利用型健康運動施設（ちゅらーゆ）

施
政
方
針
全
文
は
北
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度

施
政
方
針 
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１ 

は
じ
め
に

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
現
場
に
お
い
て
復
旧
・
支
援

活
動
に
従
事
し
て
い
る
皆
様
に
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
８
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
、
本
町
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
に

設
置
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、日
本
代
表
を
応
援
し
、大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

激
戦
の
末
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権

を
獲
得
し
た
日
本
代
表
の
雄
姿
は
、
コ
ロ
ナ

禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
閉
塞
感
を
吹

き
飛
ば
し
、
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、本
大
会
実
施
に
伴
い
、町
立
小
中
学

生
と
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
会
や
沖

縄
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
参
加
国
ド
イ
ツ
の
料

理
が
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
得
た
経
験
は
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
力
を
養
い
、
多
様
な

価
値
観
を
知
り
、視
野
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち

に
大
き
な
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
大
会
の
成
果
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
観
光
需
要
回
復
や
本
町
の
魅
力

発
信
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
大
会

を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
成
果
や
盛
り
上
が

り
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振

興
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

を
目
指
し
、さ
ら
に
、町
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、「
北
谷
町
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
と
れ
」
の
機
能
拡
張
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
の
約
束

で
あ
る
公
約
か
ら
町
立
小
中
学
校
の
学
校
給

食
費
完
全
無
償
化
を
実
現
し
、
ま
た
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
給
付
金

給
付
事
業
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
校

給
食
費
完
全
無
償
化
や
高
校
生
世
代
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
等
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

及
び
出
産
に
伴
う
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組

み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
本
町
に
お
け
る
文
化
発
信
拠
点

と
な
る
町
立
博
物
館
と
国
指
定
史
跡
伊
礼
原

遺
跡
が
い
よ
い
よ
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。縄

文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
脈
々
と
続
く
町
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
環
境
を
紹
介
し
、
日
本
固

有
の
縄
文
文
化
と
沖
縄
特
有
の
文
化
が
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
地
域
と
協
働

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
資

源
と
な
る
よ
う
西
海
岸
地
域
と
の
連
携
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
町
の
観
光
競
争
力
を
高
め

る
た
め
の
新
た
な
財
源
と
し
て
観
光
目
的
税

導
入
に
向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
町
は
、令
和
７
年
４
月
に「
町
制
施
行
45

周
年
」の
節
目
を
迎
え
ま
す
。先
達
の
ま
ち
づ

く
り
に
か
け
る
思
い
の
積
み
重
ね
が
、
い
ま

の
北
谷
町
を
築
き
上
げ
た
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。今
日
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

な
が
ら
、本
町
の
将
来
像「
一
人
か
ら
始
ま
る

　
広
が
る
大
き
な
輪
　
み
ん
な
で
育
む
北
谷

町
」の
も
と
、こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続
・
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と
の
約

束
で
あ
る
公
約
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
町
政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

本
町
を
取
り
巻
く

　 

社
会
経
済
情
勢

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
人

口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
に
お
い
て
も
進
行
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
総
人
口
は
、
平
成
31
年
か
ら
令
和

３
年
ま
で
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
令
和
４
年

に
は
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
令
和
５
年
１

月
時
点
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は

21
％
を
超
え「
超
高
齢
社
会
」を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

本
年
は
、
第
一
保
育
所
跡
地
に
誘
致
し
て

ま
い
り
ま
し
た
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
い
よ
い
よ
開
所
さ
れ
ま
す
。今
後

増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
高
齢
者
に
対
応

し
、
人
々
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、
第
２

期
北
谷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
、
沖
縄
総

合
事
務
局
が
発
表
し
た
「
管
内
経
済
情
勢
報

告（
令
和
６
年
１
月
）」に
よ
る
と
、物
価
上
昇

の
影
響
が
あ
る
も
の
の
外
出
機
会
の
増
加
や

観
光
需
要
が
好
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
回
復

し
つ
つ
あ
る
」と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
５
類
に
移
行

さ
れ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
通
常
開
催
や
、国
内

入
域
観
光
客
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
等
の
水
準

ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前

の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
は
ま
だ

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
回
復
傾
向
で
推
移

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
物
価
上
昇

や
金
融
資
本
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
機
動
的

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
お
け
る
沖
縄
振
興
予
算

は
、３
年
連
続
で
３
，０
０
０
億
円
台
を
割
り

込
み
、県
が
使
途
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る「
沖

縄
振
興
一
括
交
付
金
」
は
前
年
度
当
初
予
算

か
ら
10
年
ぶ
り
に
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
、
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
国
・
県
の
制
度
や
補
助
事
業
を
積
極
的

に
活
用
し
、
財
源
の
確
実
な
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

長
引
く
物
価
高
騰
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
本
年
４
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で
上
水
道

の
基
本
料
金
全
額
免
除
を
行
い
、
町
民
や
町

内
事
業
者
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
国
や
県
の
支
援
策
等
の
動
向
を
注
視

し
、
必
要
な
支
援
策
を
適
宜
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

３ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

　 
行
財
政
運
営

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
と
な

る
町
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
情
報
公
開
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、広
報
ち
ゃ
た
ん
、広
報
無
線
に
加

え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
新
た
な
媒
体

を
活
用
し
た
情
報
共
有
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
町
政

に
対
す
る
意
見
等
を
広
く
収
集
し
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
の
検
証
結
果
等
の
公
開
と
広
聴
活

動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
国
の
動
き
を
踏

ま
え
、
全
庁
横
断
的
に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
効

率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営

の
た
め
、
関
係
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の

進
展
等
に
伴
う
社
会
保
障
給
付
の
増
加
、
制

度
改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
人
件
費

の
増
加
及
び
物
価
高
騰
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、適
切
な
課
税
に
努
め
る
と
と
も
に
、

多
様
化
し
た
収
納
手
段
の
普
及
促
進
に
よ
り

徴
収
率
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、日
本
復
帰
を
契
機
と
し
て
、昭
和
50

年
代
に
整
備
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
時
期

を
集
中
し
て
迎
え
る
状
況
に
あ
り
、
更
新
費

用
及
び
維
持
管
理
費
並
び
に
維
持
補
修
費
の

増
加
等
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、「
北
谷
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、長
期
的
な

視
点
を
も
っ
て
公
共
施
設
の
更
新・統
廃
合
・

長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
整
備
や

更
新
時
に
は
、
従
来
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、柔
軟
な
発
想
を
持
っ
て
、財

政
圧
縮
効
果
と
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
活
か
し
た
民
間
活
力
の
導
入
可
能
性
に
つ

い
て
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
商
工
業
研
修
等

施
設
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

「（
仮
称
）
北
谷
町
上
勢
頭
地
区
公
共
施
設
複

合
化
基
本
計
画
」を
策
定
し
、敷
地
全
体
の
効

率
的
・
効
果
的
な
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、温
水
利
用
型
健
康
運
動
施
設（
ち
ゅ

ら
ー
ゆ
）を
含
む
北
谷
公
園
の
一
部
で
は
、新

た
な
賑
わ
い
創
出
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
町
内

で
初
め
て
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
に
よ

る
施
設
整
備
を
推
進
し
、
事
業
者
公
募
に
向

け
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て

い
る
公
営
企
業
会
計
部
門
に
つ
き
ま
し
て

は
、
策
定
し
た
経
営
戦
略
の
検
証
・
見
直
し

を
通
し
て
、
中
・
長
期
に
わ
た
る
経
営
状
況

の
把
握
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
健
全
で
持

続
的
な
事
業
運
営
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
経

営
状
況
の
安
定
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
き

ま
す
が
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、効
果
的
な
予
算
配
分
の
実
施
等
、財
政
の

健
全
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
施
策
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
念
頭
に
お
き
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、多

様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
必

要
性
及
び
費
用
対
効
果
等
を
十
分
に
考
慮
し

た
う
え
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
４
日

北
谷
町
長
　渡
久
地 

政
志

サテライトファンゾーン

町立博物館温水利用型健康運動施設（ちゅらーゆ）

施
政
方
針
全
文
は
北
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度

施
政
方
針 
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お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）お問い合わせ　北谷町役場　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2413・2414）

　日本では国民皆保険制度が導
入されています。全ての人が健康保
険に加入し、保険料（税）を負担す

る一方、かかった医療費の１～３割の負担で医療を受けることができます。日本では当たり
前の制度ですが、諸外国では導入されていない国も多く、医療費が生活を圧迫してしまう
ケースも少なくありません。

健康保険は、社会保険（会社員やその家族等が対
象）、後期高齢者医療制度（75歳以上が対象）、そして
国民健康保険に分けられます。
健康保険の中でも国民健康保険は、自営業者や、失
業者、年金受給者など、社会保険やその他の健康保険
に加入していない人が対象となり、国民皆保険の最後
の砦です。

国民健康保険とは国民健康保険とは

窓口で払っているのは医療費の一部。
残りは健康保険から支払われています。
本人
300円

健康保険から
700円

本来の医療費
1,000円

実 は …

国保
統一化
①  

令和5年3月末時点北谷町

北谷町では、町民の
およそ３０％が国民
健康保険に加入して
います。

風邪気味だから
病院に行って
300円払ったたん

健康保険の仕組み健康保険の仕組み

生活保護
後期
高齢者

社会保険
・健康保険組合
・協会けんぽ
・共済組合　等

国民健康保険
加入者8905人
　30.7％

健康保険は
病気やけがに備えて

みんなでお金を出し合い
医療費にあてる

助け合いの制度です。 健康保険

病院

医療費の
残りを請求

医療費の
残りを支払う

保険証を発行診療

医療費を支払う 保険税を支払う

健康保険の仕組み……………………………

お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2411～2414）

保険証の色がコスモス色からそら色に変わりました♪
３月中に４月からの保険証を郵送でお送りしましたが、皆様受け取りましたか？
マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い、令和６年度より保険証の有効期限が変わります。お手元の
保険証の有効期限のご確認をお願いします。

※まだ保険証を受け取ってないという方は、保険証が郵便局から役場へ返戻になっている、もしくは窓口での切り
替え対象の可能性がありますので、身分証（マイナンバーカード、運転免許証等）をご持参のうえ、ご来庁くださ
い。別世帯の方が来る場合は委任状が必要です。

国民健康保険に加入しているみなさまへ国民健康保険に加入しているみなさまへ

令和６年４月１日～令和７年１２月１日
※有効期限が令和７年１２月１日より前に切れる方（例．
70歳到達の方、75歳到達の方、在留期間が期間内の
方など）はその期限まで
※紙の健康保険証廃止後は、マイナンバーカードによりオ
ンライン資格確認を受けることができない状況の方
（例．マイナンバーカードを紛失した・更新中の方、介護
が必要な高齢者やこどもなどマイナンバーカードを取得
していない方など）が必要な保険診療等を受けられるよ
う「資格確認書」を発行します。

今回
!Check!
有効期限
令和7年12月1日

受診承認書は特定健診・長寿健診受診券と一緒に同封されています。紛失した場合は再発行も可能です。
【対象者】40歳以上の国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者
【助成額】15,000円（助成回数は、1人1回まで）※健診受診券（7,150円相当）も併用可能！
※令和６年4月1日以降に国民健康保険に加入した場合は、申請が必要となります。担当までお問い合わせください。

令和６年度北谷町人間ドック・脳ドック費用助成令和６年度北谷町人間ドック・脳ドック費用助成
※特定健診・長寿健診（集団健診・個別健診）を受診する場合はドック助成を受けられません。

国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者の方

【対象者】４０歳以上の北谷町民（社会保険加入者・生活保護受給者）
 ※社会保険等の助成制度により、人間ドック又は脳ドックを受診することができる方は対象外
【定　員】３０名（応募多数の場合、抽選）
【助成額】１５，０００円（助成回数は、１人１回まで）
※社会保険加入者の健診受診券（健康保険発行）の併用の可否については、
　職場又は加入している健康保険へ御確認ください。
【申込方法及び申込先】ネット申請及び電話による受付
【受付日時】令和６年5月1５日（水曜日）～令和６年5月１６日（木曜日）まで
　　　　　9時から16時まで（正午から13時、左記受付時間以外は受付不可）
　　　　　ネット申請による申込は24時間対応可能。

・上記医療機関以外で受診する場合はドック助成を受けられません。
・人間ドック又は脳ドックのどちらか１つを選択して受診することができます。
・脳ドックにはがん検診は含まれておりません。
・胃がん検診の方法等について、国の指針では以下のとおりとなっております。検査方法については、検査
医療機関と相談のうえ、選択されてください。（胃内視鏡（胃カメラ）検査を選択される場合の追加料金に
ついては全額自己負担となります。）

【40歳以上の方】胃部エックス線検査を1年に 1回
【50歳以上の方】胃部エックス線検査の場合は1年に 1回、胃内視鏡検査の場合は2年に 1回
【受診時に必要なもの
①ドック受診承認書　②特定健診受診券（青色）又は長寿健診受診券（黄色）
③健康保険証  ④自己負担分の検査費用

社会保険加入者及び生活保護受給者のドック費用助成申込

【受診可能期間】令和６年4月1日（月曜日）から令和７年3月31日（月曜日）まで
【指定検査医療機関・ドック検査料金】検査の予約は指定検査医療機関へ直接お申込みください。

受診可能期間・指定検査医療機関

ネット申請による
申込みフォームは

こちら
↓

中部地区医師会検診センター
（北谷町宮城）
TEL936-8290

医療機関名 人間ドック
検査料金

脳ドック
検査料金

34,100円 実施なし

33,000円 33,102円

33,000円 33,000円

29,500円 実施なし

実施なし 39,600円

医療機関名 人間ドック
検査料金

脳ドック
検査料金

ちばなクリニック健康管理センター
（沖縄市知花）
TEL939-5477
中部徳洲会病院
（北中城村）
TEL0570-001-789
中部協同病院
（沖縄市美里）
TEL938-8828
読谷紅いもクリニック
（読谷村上地）
TEL958-7255

翔南病院
（沖縄市山内）
TEL930-3020

30,030円 実施なし

36,160円 34,080円

30,731円 実施なし

32,950円 31,950円

浦添総合病院健診センター
（浦添市伊祖）
TEL0570-010-986
潮平病院
（沖縄市胡屋）
TEL937-2054
KIN放射線治療・健診クリニック
（金武町金武）
TEL968-4664
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お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）お問い合わせ　北谷町役場　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2413・2414）

　日本では国民皆保険制度が導
入されています。全ての人が健康保
険に加入し、保険料（税）を負担す

る一方、かかった医療費の１～３割の負担で医療を受けることができます。日本では当たり
前の制度ですが、諸外国では導入されていない国も多く、医療費が生活を圧迫してしまう
ケースも少なくありません。

健康保険は、社会保険（会社員やその家族等が対
象）、後期高齢者医療制度（75歳以上が対象）、そして
国民健康保険に分けられます。
健康保険の中でも国民健康保険は、自営業者や、失
業者、年金受給者など、社会保険やその他の健康保険
に加入していない人が対象となり、国民皆保険の最後
の砦です。

国民健康保険とは国民健康保険とは

窓口で払っているのは医療費の一部。
残りは健康保険から支払われています。
本人
300円

健康保険から
700円

本来の医療費
1,000円

実 は …

国保
統一化
①  

令和5年3月末時点北谷町

北谷町では、町民の
およそ３０％が国民
健康保険に加入して
います。

風邪気味だから
病院に行って
300円払ったたん

健康保険の仕組み健康保険の仕組み

生活保護
後期
高齢者

社会保険
・健康保険組合
・協会けんぽ
・共済組合　等

国民健康保険
加入者8905人
　30.7％

健康保険は
病気やけがに備えて

みんなでお金を出し合い
医療費にあてる

助け合いの制度です。 健康保険

病院

医療費の
残りを請求

医療費の
残りを支払う

保険証を発行診療

医療費を支払う 保険税を支払う

健康保険の仕組み……………………………

お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2411～2414）

保険証の色がコスモス色からそら色に変わりました♪
３月中に４月からの保険証を郵送でお送りしましたが、皆様受け取りましたか？
マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い、令和６年度より保険証の有効期限が変わります。お手元の
保険証の有効期限のご確認をお願いします。

※まだ保険証を受け取ってないという方は、保険証が郵便局から役場へ返戻になっている、もしくは窓口での切り
替え対象の可能性がありますので、身分証（マイナンバーカード、運転免許証等）をご持参のうえ、ご来庁くださ
い。別世帯の方が来る場合は委任状が必要です。

国民健康保険に加入しているみなさまへ国民健康保険に加入しているみなさまへ

令和６年４月１日～令和７年１２月１日
※有効期限が令和７年１２月１日より前に切れる方（例．
70歳到達の方、75歳到達の方、在留期間が期間内の
方など）はその期限まで
※紙の健康保険証廃止後は、マイナンバーカードによりオ
ンライン資格確認を受けることができない状況の方
（例．マイナンバーカードを紛失した・更新中の方、介護
が必要な高齢者やこどもなどマイナンバーカードを取得
していない方など）が必要な保険診療等を受けられるよ
う「資格確認書」を発行します。

今回
!Check!
有効期限
令和7年12月1日

受診承認書は特定健診・長寿健診受診券と一緒に同封されています。紛失した場合は再発行も可能です。
【対象者】40歳以上の国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者
【助成額】15,000円（助成回数は、1人1回まで）※健診受診券（7,150円相当）も併用可能！
※令和６年4月1日以降に国民健康保険に加入した場合は、申請が必要となります。担当までお問い合わせください。

令和６年度北谷町人間ドック・脳ドック費用助成令和６年度北谷町人間ドック・脳ドック費用助成
※特定健診・長寿健診（集団健診・個別健診）を受診する場合はドック助成を受けられません。

国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者の方

【対象者】４０歳以上の北谷町民（社会保険加入者・生活保護受給者）
 ※社会保険等の助成制度により、人間ドック又は脳ドックを受診することができる方は対象外
【定　員】３０名（応募多数の場合、抽選）
【助成額】１５，０００円（助成回数は、１人１回まで）
※社会保険加入者の健診受診券（健康保険発行）の併用の可否については、
　職場又は加入している健康保険へ御確認ください。
【申込方法及び申込先】ネット申請及び電話による受付
【受付日時】令和６年5月1５日（水曜日）～令和６年5月１６日（木曜日）まで
　　　　　9時から16時まで（正午から13時、左記受付時間以外は受付不可）
　　　　　ネット申請による申込は24時間対応可能。

・上記医療機関以外で受診する場合はドック助成を受けられません。
・人間ドック又は脳ドックのどちらか１つを選択して受診することができます。
・脳ドックにはがん検診は含まれておりません。
・胃がん検診の方法等について、国の指針では以下のとおりとなっております。検査方法については、検査
医療機関と相談のうえ、選択されてください。（胃内視鏡（胃カメラ）検査を選択される場合の追加料金に
ついては全額自己負担となります。）

【40歳以上の方】胃部エックス線検査を1年に 1回
【50歳以上の方】胃部エックス線検査の場合は1年に 1回、胃内視鏡検査の場合は2年に 1回
【受診時に必要なもの
①ドック受診承認書　②特定健診受診券（青色）又は長寿健診受診券（黄色）
③健康保険証  ④自己負担分の検査費用

社会保険加入者及び生活保護受給者のドック費用助成申込

【受診可能期間】令和６年4月1日（月曜日）から令和７年3月31日（月曜日）まで
【指定検査医療機関・ドック検査料金】検査の予約は指定検査医療機関へ直接お申込みください。

受診可能期間・指定検査医療機関

ネット申請による
申込みフォームは

こちら
↓

中部地区医師会検診センター
（北谷町宮城）
TEL936-8290

医療機関名 人間ドック
検査料金

脳ドック
検査料金

34,100円 実施なし

33,000円 33,102円

33,000円 33,000円

29,500円 実施なし

実施なし 39,600円

医療機関名 人間ドック
検査料金

脳ドック
検査料金

ちばなクリニック健康管理センター
（沖縄市知花）
TEL939-5477
中部徳洲会病院
（北中城村）
TEL0570-001-789
中部協同病院
（沖縄市美里）
TEL938-8828
読谷紅いもクリニック
（読谷村上地）
TEL958-7255

翔南病院
（沖縄市山内）
TEL930-3020

30,030円 実施なし

36,160円 34,080円

30,731円 実施なし

32,950円 31,950円

浦添総合病院健診センター
（浦添市伊祖）
TEL0570-010-986
潮平病院
（沖縄市胡屋）
TEL937-2054
KIN放射線治療・健診クリニック
（金武町金武）
TEL968-4664
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お問い合わせ　保健衛生課　環境衛生係（北谷町保健相談センター内）　☎９８２-７０３３

北谷町指定ごみ袋を給付しています！！
北谷町では、紙おむつを使用する乳幼児の保護者や本町から紙おむつ等の給付を受けている者に対し、
経済的負担の軽減を図るために北谷町指定ごみ袋（小サイズ）を給付しています。
申請していただくと当該年度分の指定ごみ袋の給付を受けることができますので、申請がお済みでない方

は早めにお手続してください。御不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

※窓口にお越しの際は、指定ごみ袋を入れるマイバックをお持ちください。

対象者
２歳未満の乳幼児 ・母子健康手帳又は

　健康保険証

・北谷町介護用品
　給付決定通知

・北谷町日常生活
　用具給付決定通知

本町より紙おむつ又は
尿取りパットの給付を
受けている介護者
本町よりストーマ装具又は
紙おむつの給付を受けている
障がい者又は障がい児

給付枚数 申請時の持ち物 申請及び給付窓口

・１月当たり１０枚とし、
　該当する月数分を一括で
　給付します。
・給付枚数は年間１２０枚
　を上限とします。

保健衛生課
環境衛生係

（保健相談センター内）

お問い合わせ　北谷町保健相談センター　☎936-4336

健診（特定健診）・がん検診のお知らせ
　令和６年度の健（検）診が始まります！受診券は届きましたか？受診券は無くさないよ
うに大切に保管してください。転入された方、まだお手元に届いていない方は、北谷町保
健相談センターまでご連絡ください。

月日
５月１１日（土） 北谷町役場 ○ 北谷町保健相談センター　☎936-4336

場所 託児（予約時に申込みが必要） お申込み・お問い合わせ
～集団健（検）診のご案内～ 平日お忙しい方は、ぜひこの機会に集団健(検)診にお越しください

～個別健（検）診のご案内～ 希望の医療機関へ直接ご予約ください。

★4/24までにご予約いただくと「検便キット」等をご自宅へ郵送します。
　ご予約の際にはご加入の医療保険証の内容、希望されるがん検診の種類をお聞きします。

※がん検診は40歳以上が対象です。（ただし、肺がん検診（喀痰検査）は50歳以上で該当者のみ、胃がん
　検診（胃カメラ検査）は50歳以上で年度末年齢が偶数年齢の方のみが対象です。）

健(検)診の最新情報や集団健(検)診のインターネット予約はこちら⇒

予約制

予約制

936-8290

健診とがん検診が受けられる
町内の医療機関

中部地区医師会検診センター
たまきクリニック
こばし内科クリニック

お申込み所在地

北谷町 926-1313
936-1111

肺がん
基
本
健
診

大
腸
が
ん

バ
リ
ウ
ム

胃
カ
メ
ラ(※

)

肺がん

胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン

喀
痰（※

）
○ ○ ー ○ ○ ○
○ ー ○ ○ ○ ○
○ ー ー ○ ○ ー

お問い合わせ　北谷町食生活改善推進協議会事務局：北谷町保健相談センター　☎936-4336

お問い合わせ　北谷町保健相談センター　☎936-4336

高齢者肺炎球菌予防接種（無料）のお知らせ

第29回 みんなで知ろう！食育のこと
北谷町食育推進計画の基本施策3「地域における食育の推進」について掲載します。
本町の一世帯当たり人員は低下を続けており、核家族化が進んでいます。家庭におけ

る食育を推進するとともに、家族以外の地域住民同士による活動を通じて食育を展開す
ることで、心身の健康にもつながります。今回は北谷町食生活推進員が開催した料理教
室について紹介したいと思います。
料理教室では、イナムドゥチ、クファジューシー、ハンダマエーイを調理しました。豚の骨

からだしを取り調理を行いました。調味料を量って作ってもらうことで、家庭で使っている
量との違い感じてもらうことができました。参加され
た方からは、「おうちで活かします！」「豚だしの取り方
がわかってよかった！」といった声が寄せられました。
今年度、北谷町食生活改善推進協議会は新たに、町で活動するサークルや集まり等で「食の改善や健
康づくり」についての知識や技術を広めていくメンバーを募集いたします。一緒に学
んでみたいという皆様はぜひ一度、事務局までお問い合わせください。沖縄料理教
室で調理したイナムドゥチとクファジューシーはHPでもレシピを公開しています。
QRコードからアクセスください。

連続掲載

＜対象者＞
過去に高齢者肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP：２３価）を受けたことがない方で、①・②のいずれかに該当する方
①６５歳の方（接種日時点での年齢）
②６０歳～６４歳で、心臓・じん臓等の機能に障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
※誕生日前に接種した方は、定期対象外となり全額自己負担（任意接種）となりますので、ご留意ください
65歳を迎える方へ、接種に必用な紫の予診票をお送りしています。同封の医療機関一覧表より、各自ご予約の上、接種を行ってください。
●平成26年10月1日から、65歳の方及び60歳～65歳未満で日常生活が極度に制限される程度の基礎疾患を有する方を対象に、定期接種
が開始されました。それと同時に、70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳を対象に経過措置が実施されてきましたが、令和5年度を
もって終了となりました。（平成26年10月～令和6年3月末までの約10年間実施）

高齢者肺炎球菌予防接種　行政措置終了のお知らせ
75歳以上の定期対象外の方を対象に、北谷町行政措置として「高齢者肺炎球菌予防接種」の費用助成を実施していましたが、定期接種
の経過措置終了に伴い、令和5年度をもって北谷町行政措置も終了となりました。（平成24年～令和6年3月末までの約12年間実施）

はしか（麻しん）
はしか（麻しん）は、非常に強い感染力と高い発症率を有し、脳炎や肺炎などの合併症を併発して死亡することもある、極め
て重大な感染症です。現在も海外からの移入例を発端として、集団発生事例は起こっています。

風しん
風しんは、妊娠初期の妊婦さんが感染すると目や耳や心臓、発達の遅れ等の障害をもつ「先天性風しん症候群」の赤ちゃん
が生まれることがある感染症です。（免疫のない女性が妊娠初期に風しんウイルスに感染した結果、「先天性風しん症候群」
になる確率は妊娠１ヶ月で50％以上といわれています。）

北谷町保健相談センター　☎936-4336

MR混合ワクチンⅡ期（麻しん・風しん）接種（無料）のお知らせ
＜令和6年度対象者＞
平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれの方
（令和7年4月に小学校1年生に上がるお子様）※Ⅰ期対象者は1歳～2歳になる前日までです。
＜接種期間＞
令和6年4月1日～令和7年3月31日まで
※接種期間を過ぎてしまった方は、全額自費（任意接種）となりますので、ご留意ください。
対象者の方へ、予診票を送付しています。同封の医療機関一覧表より、各自ご予約の上、接種を行ってください。

予防接種についてのご相談は、北谷町保健相談センターまでお問合せください
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お問い合わせ　保健衛生課　環境衛生係（北谷町保健相談センター内）　☎９８２-７０３３

北谷町指定ごみ袋を給付しています！！
北谷町では、紙おむつを使用する乳幼児の保護者や本町から紙おむつ等の給付を受けている者に対し、
経済的負担の軽減を図るために北谷町指定ごみ袋（小サイズ）を給付しています。
申請していただくと当該年度分の指定ごみ袋の給付を受けることができますので、申請がお済みでない方

は早めにお手続してください。御不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

※窓口にお越しの際は、指定ごみ袋を入れるマイバックをお持ちください。

対象者
２歳未満の乳幼児 ・母子健康手帳又は

　健康保険証

・北谷町介護用品
　給付決定通知

・北谷町日常生活
　用具給付決定通知

本町より紙おむつ又は
尿取りパットの給付を
受けている介護者
本町よりストーマ装具又は
紙おむつの給付を受けている
障がい者又は障がい児

給付枚数 申請時の持ち物 申請及び給付窓口

・１月当たり１０枚とし、
　該当する月数分を一括で
　給付します。
・給付枚数は年間１２０枚
　を上限とします。

保健衛生課
環境衛生係

（保健相談センター内）

お問い合わせ　北谷町保健相談センター　☎936-4336

健診（特定健診）・がん検診のお知らせ
　令和６年度の健（検）診が始まります！受診券は届きましたか？受診券は無くさないよ
うに大切に保管してください。転入された方、まだお手元に届いていない方は、北谷町保
健相談センターまでご連絡ください。

月日
５月１１日（土） 北谷町役場 ○ 北谷町保健相談センター　☎936-4336
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高齢者肺炎球菌予防接種（無料）のお知らせ

第29回 みんなで知ろう！食育のこと
北谷町食育推進計画の基本施策3「地域における食育の推進」について掲載します。
本町の一世帯当たり人員は低下を続けており、核家族化が進んでいます。家庭におけ
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連続掲載

＜対象者＞
過去に高齢者肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP：２３価）を受けたことがない方で、①・②のいずれかに該当する方
①６５歳の方（接種日時点での年齢）
②６０歳～６４歳で、心臓・じん臓等の機能に障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
※誕生日前に接種した方は、定期対象外となり全額自己負担（任意接種）となりますので、ご留意ください
65歳を迎える方へ、接種に必用な紫の予診票をお送りしています。同封の医療機関一覧表より、各自ご予約の上、接種を行ってください。
●平成26年10月1日から、65歳の方及び60歳～65歳未満で日常生活が極度に制限される程度の基礎疾患を有する方を対象に、定期接種
が開始されました。それと同時に、70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳を対象に経過措置が実施されてきましたが、令和5年度を
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対象者の方へ、予診票を送付しています。同封の医療機関一覧表より、各自ご予約の上、接種を行ってください。

予防接種についてのご相談は、北谷町保健相談センターまでお問合せください
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３月３日（日）、美浜区公民館はイベント盛りだくさんのひな祭りと
なりました。
畳間7段飾りのひな人形の前では抹茶のお茶会が行われ、その
他にもチャリティーバザーや防災資機材の展示・防災クイズ、交流
サロン「食堂美浜ちゃん」、防災士の松村氏による「もし今災害が起
こったら」と題した講演会が行われました。
ちびっこからお年寄りまでたくさんの区民が集い、楽しくにぎやか
な一日でした。
尚チャリティーバザーでの収益35,970円は能登半島地震災害
義援金として寄付されました。
（美浜区広報通信員　多和田 真彦）

３月１０日(日)、学推協上勢支部の春の移動学習「沖縄県平和祈
念資料館見学」が開催されました。
ぐずついた不安定な天候が続いていたので久しぶりの快晴に子ど
も１２人、父母引率８人の参加者は大喜び。大型バスの旅も初めて
の子が多く親子ともに楽しく過ごせたようです。
平和祈念資料館では「平和の尊さ」を講師の先生から分かりやす

く解説していただいた時には、子どもたちはしゃぐことなく神妙な面
持ちで聞き入っていました。
施設見学が終わってからは楽しみのお弁当会と公園での遊び。元
気に走り回る姿が印象的でした。
（上勢区広報通信員　與那覇 政彦）

北玉公民館では、いろいろな
種類のお野菜を育てています。
ボランティアで畑の雑草取りを
してくれる区民、野菜の成長管
理をしてくれる区民、成長した
野菜の収穫をしてくれる区民。たくさんの方々の愛情をもらって育っ
た野菜たちは、甘くて瑞 し々く美味しいものです。
そんな野菜を「収穫祭ランチ」と名づけ、みんなで頂きました。野
菜そのものの味を活かした野菜サラダをはじめ、フーチバージュー
シーや、きのこを足した具だくさん味噌汁など。どれも美味しく、お
腹いっぱいになりました。「次回はこのレシピで！」など、アイディアを
出し合いながら和気あいあいとした時間を過ごしました。
（北玉区広報通信員　島袋 みゆき）

収穫祭ランチ
北
玉
区

老々介護が社会問題となってい
る近年、宮城寿楽会ボランティア
は介護講習会を受講しました。2月
21日（水）、社会福祉法人高洋会
による指導の下、車椅子の操作方
法や要介護者への支援方法など
を学び、道路・階段・傾斜地等の上
り下りの疑似体験をしました。要介護者、支援者共に移動時にかな
りの不安と負担があり、介護の厳しい現状や環境整備の大切さを
実感したとの声もありました。
高洋会、町社会福祉協議会の担当職員の皆さま、有難うござい

ました。
（宮城区広報通信委員　喜舎場 加代子）

支えあう地域づくりモデル事業
（第１回介護予防講座）

宮
城
区

春の移動学習
「沖縄県平和祈念資料館見学」

上
勢
区

２月１８日(日)、上勢区ふれあ
い市場実行委員会主催の「ふれ
あい市場」が開催されました。区
内の篤農家の皆さんが栽培した
野菜を持ち寄って格安で販売
し、お互いに交流を深めました。
先日、北谷町の産業展示会で
町長賞を受賞したのも上勢区の
方で、それぞれ工夫した栽培法を伝授したり、情報収集したりと購買
客も交えて楽しい時間を過ごしました。
ふれあい市場終了後にはスタッフが作ったカレーがふるまわれ、
併せて行われたビンゴゲームでも会場は大いに賑わいました。
（上勢区広報通信員　與那覇 政彦）

上勢区第２１回ふれあい市場
上
勢
区

3月6日（水）、美浜区区政委員
会において、内閣府盛山正仁文
部科学大臣より美浜区公民館が
優良公民館の表彰を受けたと岡
村自治会長から報告があり、表
彰状と縦が披露されました。
日頃の活動に加え、前年までのコロナ禍にあっても、ジャズナイト
やフォトコン、光のページェント等、工夫を凝らした公民館活動を
行ってきたことが評価されました。
岡村自治会長を中心にした公民館スタッフ、区政委員、そして頑
丈クラブ等たくさんの区民の協力により頂いた表彰となりました。
（美浜区広報通信員　多和田 真彦）

優良公民館文部科学大臣表彰
美
浜
区

盛りだくさんのひな祭り
美
浜
区

お問い合わせ　北玉児童館　☎936-0708

北玉児童館にBブロックが設置されました！
サンフレッシュ株式会社様から企業版ふるさと納税による寄付があり、その寄付金を活用し、北玉児童館ではB

ブロックを設置しました。
Bブロックは、壁掛けの基礎版にブロックを配置し、文字やイラストを作成して楽しむことができる遊具であり、
配置したブロックを重ねることもできるため、平面だけでなく立体として遊ぶことができます。
金城館長は「Bブロックを利用して子どもたちが創造力を伸ばしてくれると嬉しい」と話していました。
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消費生活相談室
毎週 木曜日

10時～12時 13時～16時
場所：北谷町役場2階 205会議室
※相談は無料。 電話相談も可能です。

お問い合わせ ☎936-1234
　（内3320）

就職・生活支援相談
平　日

10時～12時 13時～16時
受付：福祉課　地域福祉係  

お問い合わせ ☎982-7719

受付：沖縄県就職・生活支援
　　　パーソナルサポートセンター 

お問い合わせ ☎923-0881

健康相談
毎週 水曜日
9時 ～11時30分
場所：保健相談センター

お問い合わせ ☎936-4336

防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル 0120-306-251
0120-306-252
0120-306-253
0120-306-254

北谷町航空機騒音等苦情フリーダイヤル 0120-773-537
北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

わんぱく（上勢桑江）児童館
☎936-4000

○【4月の行事】
　 16日（火）～18日（木）
　 巨大鯉のぼり製作（手形取り）
　 ４日（水）
　 鯉のぼり掲揚式

ハッピー（北玉）児童館
☎936-0708

（宮城）児童館

☎921-7171 ☎936-3424
○【4月の行事】
　・新年度オリエンテーション
　・巨大こいのぼり作り＆掲揚式

北谷町青少年支援センター

【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：
　月～金　9時～17時
　［いじめ、不登校、ひきこもり、
　 教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政無線で放送された情報
やお知らせ等を新しい放送から順に内容を確認することができます。

○【4月の行事】
　 １６日（火）、１７日（水）
　 こいのぼり製作
　 24日（水）
　 こいのぼり掲揚式

【 場　　所 】北谷町社会福祉協議会
○一般相談：月～金（祝日除く）9時～17時
○法律相談：10日（水）14時～16時 (要予約)

ふくしなんでも相談

お問い合わせ／社会福祉協議会　☎936-2940

やります！
！

【 実 施 日 】毎月 第３木曜日　今月は18日 
【 時 　 間 】10時～12時、13時～16時
　　　　　　※弁護士のご相談は15時まで 
【 場 　 所 】北谷町役場1階 レセプションホール

人権・行政・町民無料法律相談

お問い合わせ／町長室 秘書広報係　☎936-1234（内線1112）

※事前予約は受け付けておりませんので、当日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に限ります。

わくわく

※新型コロナウイルスの状況により、オンライン・中止になる場合があります。 ※詳細は決まり次第、ホームページ
　公式LINEにて掲載します。

 Sunday日 Monday月 Tuesday火 Wednesday水 Thursday木 Friday金 Saturday土 Sunday日 Monday月 Tuesday火 Wednesday水 Thursday木 Friday金 Saturday土

5 6

7 8 9 10

4321

11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

旧2月26日・先負・いぬ
・消費生活相談室

旧2月25日・友引・とり
・健康相談

旧2月24日・先勝・さる旧2月23日・赤口・ひつじ 旧2月28日・大安・ね旧2月27日・仏滅・い

旧2月29日・赤口・うし 旧2月30日・先勝・とら 旧3月1日・先負・う 旧3月2日・仏滅・たつ
・1歳6か月児健診
・ふくしなんでも相談（法律相談）
・健康相談

旧3月3日・大安・み
・3歳児健診
・消費生活相談室

旧3月5日・先勝・ひつじ旧3月4日・赤口・うま
・育児学級
・海開き

旧3月6日・友引・さる 旧3月7日・先負・とり 旧3月8日・仏滅・いぬ 旧3月9日・大安・い
・健康相談

旧3月10日・赤口・ね
・人権行政町民無料法律相談
・消費生活相談室

旧3月12日・友引・とら
・乳児一般健診

旧3月11日・先勝・うし

旧3月13日・先負・う 旧3月14日・仏滅・たつ
・ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

旧3月15日・大安・み 旧3月16日・赤口・うま
・健康相談

旧3月17日・先勝・ひつじ
・消費生活相談室

旧3月19日・先負・とり旧3月18日・友引・さる

旧3月20日・仏滅・いぬ 旧3月21日・大安・い
昭和の日

満
干

中
潮

5:10 (166) 16:33 (170)
10:52 (79) 23:14 (18)

満
干

中
潮

8:55 (199) 22:12 (169)
3:02 (67) 15:41 (-1)

満
干

若
潮

5:09 (157) 16:54 (153)
11:12 (79) 23:10 (49)

満
干

大
潮

7:54 (193) 21:04 (177)
2:07 (66) 14:32 (7)

満
干

中
潮

8:22 (190) 21:43 (169)
2:37 (74) 15:06 (9)

満
干

中
潮

8:53 (185) 22:29 (159)
3:09 (84) 15:45 (16)

満
干

中
潮

9:30 (177) 23:30 (150)
3:46 (94) 16:33 (25) 30

旧3月22日・赤口・ね

満
干

小
潮

10:17 (166) ----- ---
4:37 (105) 17:35 (36)

満
干

中
潮

5:34 (166) 17:37 (165)
11:42 (63) 23:45 (47)

満
干

中
潮

5:57 (175) 18:14 (174)
12:10 (49) ----- ---

満
干

中
潮

6:20 (182) 18:48 (181)
0:16 (46) 12:37 (35)

満
干

大
潮

6:42 (188) 19:21 (185)
0:44 (48) 13:04 (23)

満
干

大
潮

7:04 (192) 19:54 (186)
1:12 (53) 13:31 (14)

満
干

大
潮

7:28 (194) 20:28 (183)
1:39 (58) 14:01 (8)

満
干

中
潮

9:27 (186) 23:05 (151)
3:36 (84) 16:25 (14)

満
干

中
潮

10:02 (170) ----- ---
4:11 (98) 17:17 (31)

満
干

小
潮

0:15 (137) 10:46 (153)
4:57 (110) 18:25 (48)

満
干

小
潮

2:05 (131) 12:07 (137)
6:49 (118) 19:57 (58)

満
干

小
潮

3:50 (137) 14:24 (133)
9:27 (111) 21:26 (58)

満
干

長
潮

4:38 (147) 15:56 (141)
10:34 (95) 22:27 (54)

満
干

中
潮

5:45 (182) 17:31 (189)
11:37 (54) 23:59 (11)

満
干

中
潮

6:17 (196) 18:21 (204)
12:19 (30) ----- ---

満
干

大
潮

6:49 (206) 19:09 (211)
0:40 (12) 12:59 (9)

満
干

大
潮

7:21 (211) 19:55 (209)
1:18 (19) 13:38 (-5)

満
干

大
潮

7:52 (212) 20:40 (200)
1:54 (33) 14:18 (-12)

満
干

大
潮

8:23 (208) 21:25 (186)
2:29 (49) 14:59 (-11)

満
干

若
潮

4:27 (150) 15:15 (152)
9:53 (101) 22:19 (30)

満
干

長
潮

3:12 (135) 13:16 (143)
8:02 (114) 21:03 (42)

満
干

小
潮

0:57 (131) 11:22 (150)
5:35 (109) 19:14 (47)

満
干

小
潮

10:24 (162) ----- ---
4:32 (95) 17:40 (40)31
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町民カレンダー    
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April 弥生April 弥生

消費生活相談室
毎週 木曜日

10時～12時 13時～16時
場所：北谷町役場2階 205会議室
※相談は無料。 電話相談も可能です。

お問い合わせ ☎936-1234
　（内3320）

就職・生活支援相談
平　日

10時～12時 13時～16時
受付：福祉課　地域福祉係  

お問い合わせ ☎982-7719

受付：沖縄県就職・生活支援
　　　パーソナルサポートセンター 

お問い合わせ ☎923-0881

健康相談
毎週 水曜日
9時 ～11時30分
場所：保健相談センター

お問い合わせ ☎936-4336

防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル 0120-306-251
0120-306-252
0120-306-253
0120-306-254

北谷町航空機騒音等苦情フリーダイヤル 0120-773-537
北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

わんぱく（上勢桑江）児童館
☎936-4000

○【4月の行事】
　 16日（火）～18日（木）
　 巨大鯉のぼり製作（手形取り）
　 ４日（水）
　 鯉のぼり掲揚式

ハッピー（北玉）児童館
☎936-0708

（宮城）児童館

☎921-7171 ☎936-3424
○【4月の行事】
　・新年度オリエンテーション
　・巨大こいのぼり作り＆掲揚式

北谷町青少年支援センター

【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：
　月～金　9時～17時
　［いじめ、不登校、ひきこもり、
　 教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政無線で放送された情報
やお知らせ等を新しい放送から順に内容を確認することができます。

○【4月の行事】
　 １６日（火）、１７日（水）
　 こいのぼり製作
　 24日（水）
　 こいのぼり掲揚式

【 場　　所 】北谷町社会福祉協議会
○一般相談：月～金（祝日除く）9時～17時
○法律相談：10日（水）14時～16時 (要予約)

ふくしなんでも相談

お問い合わせ／社会福祉協議会　☎936-2940

やります！
！

【 実 施 日 】毎月 第３木曜日　今月は18日 
【 時 　 間 】10時～12時、13時～16時
　　　　　　※弁護士のご相談は15時まで 
【 場 　 所 】北谷町役場1階 レセプションホール

人権・行政・町民無料法律相談

お問い合わせ／町長室 秘書広報係　☎936-1234（内線1112）

※事前予約は受け付けておりませんので、当日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に限ります。

わくわく

※新型コロナウイルスの状況により、オンライン・中止になる場合があります。 ※詳細は決まり次第、ホームページ
　公式LINEにて掲載します。

 Sunday日 Monday月 Tuesday火 Wednesday水 Thursday木 Friday金 Saturday土 Sunday日 Monday月 Tuesday火 Wednesday水 Thursday木 Friday金 Saturday土

5 6

7 8 9 10

4321

11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

旧2月26日・先負・いぬ
・消費生活相談室

旧2月25日・友引・とり
・健康相談

旧2月24日・先勝・さる旧2月23日・赤口・ひつじ 旧2月28日・大安・ね旧2月27日・仏滅・い

旧2月29日・赤口・うし 旧2月30日・先勝・とら 旧3月1日・先負・う 旧3月2日・仏滅・たつ
・1歳6か月児健診
・ふくしなんでも相談（法律相談）
・健康相談

旧3月3日・大安・み
・3歳児健診
・消費生活相談室

旧3月5日・先勝・ひつじ旧3月4日・赤口・うま
・育児学級
・海開き

旧3月6日・友引・さる 旧3月7日・先負・とり 旧3月8日・仏滅・いぬ 旧3月9日・大安・い
・健康相談

旧3月10日・赤口・ね
・人権行政町民無料法律相談
・消費生活相談室

旧3月12日・友引・とら
・乳児一般健診

旧3月11日・先勝・うし

旧3月13日・先負・う 旧3月14日・仏滅・たつ
・ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

旧3月15日・大安・み 旧3月16日・赤口・うま
・健康相談

旧3月17日・先勝・ひつじ
・消費生活相談室

旧3月19日・先負・とり旧3月18日・友引・さる

旧3月20日・仏滅・いぬ 旧3月21日・大安・い
昭和の日

満
干

中
潮

5:10 (166) 16:33 (170)
10:52 (79) 23:14 (18)

満
干

中
潮

8:55 (199) 22:12 (169)
3:02 (67) 15:41 (-1)

満
干

若
潮

5:09 (157) 16:54 (153)
11:12 (79) 23:10 (49)

満
干

大
潮

7:54 (193) 21:04 (177)
2:07 (66) 14:32 (7)

満
干

中
潮

8:22 (190) 21:43 (169)
2:37 (74) 15:06 (9)

満
干

中
潮

8:53 (185) 22:29 (159)
3:09 (84) 15:45 (16)

満
干

中
潮

9:30 (177) 23:30 (150)
3:46 (94) 16:33 (25) 30

旧3月22日・赤口・ね

満
干

小
潮

10:17 (166) ----- ---
4:37 (105) 17:35 (36)

満
干

中
潮

5:34 (166) 17:37 (165)
11:42 (63) 23:45 (47)

満
干

中
潮

5:57 (175) 18:14 (174)
12:10 (49) ----- ---

満
干

中
潮

6:20 (182) 18:48 (181)
0:16 (46) 12:37 (35)

満
干

大
潮

6:42 (188) 19:21 (185)
0:44 (48) 13:04 (23)

満
干

大
潮

7:04 (192) 19:54 (186)
1:12 (53) 13:31 (14)

満
干

大
潮

7:28 (194) 20:28 (183)
1:39 (58) 14:01 (8)

満
干

中
潮

9:27 (186) 23:05 (151)
3:36 (84) 16:25 (14)

満
干

中
潮

10:02 (170) ----- ---
4:11 (98) 17:17 (31)

満
干

小
潮

0:15 (137) 10:46 (153)
4:57 (110) 18:25 (48)

満
干

小
潮

2:05 (131) 12:07 (137)
6:49 (118) 19:57 (58)

満
干

小
潮

3:50 (137) 14:24 (133)
9:27 (111) 21:26 (58)

満
干

長
潮

4:38 (147) 15:56 (141)
10:34 (95) 22:27 (54)

満
干

中
潮

5:45 (182) 17:31 (189)
11:37 (54) 23:59 (11)

満
干

中
潮

6:17 (196) 18:21 (204)
12:19 (30) ----- ---

満
干

大
潮

6:49 (206) 19:09 (211)
0:40 (12) 12:59 (9)

満
干

大
潮

7:21 (211) 19:55 (209)
1:18 (19) 13:38 (-5)

満
干

大
潮

7:52 (212) 20:40 (200)
1:54 (33) 14:18 (-12)

満
干

大
潮

8:23 (208) 21:25 (186)
2:29 (49) 14:59 (-11)

満
干

若
潮

4:27 (150) 15:15 (152)
9:53 (101) 22:19 (30)

満
干

長
潮

3:12 (135) 13:16 (143)
8:02 (114) 21:03 (42)

満
干

小
潮

0:57 (131) 11:22 (150)
5:35 (109) 19:14 (47)

満
干

小
潮

10:24 (162) ----- ---
4:32 (95) 17:40 (40)31
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お問い合わせ ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ（平日午前9時～午後5時） ☎936-3492　FAX936-5287

次号の
お知らせ

※今期の「陶芸ろくろ・初級」講座の募集は中止となりました。
★６月環境の日無料映画上映会／６月８日（土）「もったいないキッチン」 
★「英語でガイド」★「男性料理」講座（予定）

生涯学習プラザだより
無調整豆乳を使用してシンプルに作る無添加のカッテージチー

ズとクリームチーズ(合計250g)を作ります。また腸内環境の話をは
じめ、身体に必要な栄養のお話など栄養分子学から学ぶ食の講座
を開催します。（試飲試食あり／作ったチーズはお持ち帰りいただけ
ます）
日　　時：令和6年4月25日(木)
　　　　　13時30分～16時30分（受付13時15分）
場　　所：ちゃたんニライセンター 地下 調理室
講　　師：平良時子氏（発酵料理士）
材 料 費：1,500円
対　　象：町内在住・在勤／一般成人
定　　員：12名（超えたら抽選）
持 ち 物：エプロン、お手拭き、ブレンダー（ある方）、
　　　　　タッパー中サイズ1つ
　　　　　（またはSサイズのジップロック2枚）
申込期間：4月8日（月）～4月15日（月）
抽選結果：4月17日（水）　までに全員へ電話連絡
材料費支払い：4月25日までにつり銭がないよう持参
　　　　　　　（現金のみ。平日9時～17時内）

発酵料理士による「チーズづくりと栄養分子のお話」
化学の塗料や染料ではなく、土からできた天然の顔料を使用した

染め物体験。晒の手ぬぐいに道具を使用し模様を作り、色とパター
ンを選びベンガラ染めを行います。親子参加も可。（染めた手ぬぐい
はお持ち帰りいただけます。ただし制作は1組1枚まで）
日　　時：令和6年4月27日(土)
　　　　　10時～正午（受付9時45分）
場　　所：ちゃたんニライセンター　地下工作室
講　　師：満留香織氏（「つちかえる」主催）
材 料 費：1,000円（手ぬぐい1枚分）
対　　象：町内在住・在勤／一般成人、小学生以上の
　　　　　親子（子ども1名）参加も可
定　　員：15名（超えたら抽選）
持 ち 物：エプロン、お手拭きタオル、洗濯バサミ2個
申込期間：4月10日(水)～4月17日(水)
抽選結果：4月19日(金)までに全員へ電話連絡
材料費支払い：4月25日までにつり銭がないよう持参
　　　　　　　（現金のみ。平日9時～17時内）

手ぬぐい・ベンガラ染め体験講座

▼受付▼

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

お問い合わせ　町立図書館　☎936-3542

図書館だより

ご寄贈、ありがとうございました

定例行事

おはなし会　毎月第１・２・３土曜日

時　間 11時～（２０分程度）
日　時 ・４月６日（土）ボランティアによるおはなし会

・４月１３日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・４月２０日（土）としょかん職員によるおはなし会

場　所 図書館おはなしのへや

ブックスタート
日　時 令和６年４月２４日（水）午前１０時～午後２時
対　象 生後４カ月（令和５年12月1日～3１日生まれ）の乳児とその保護者
場　所 北谷町立図書館 会議室

今月の新刊

4月の休館日

《一般向け》
●『静かに退職する若者たち 部下との1on1の前に知っておいてほしいこと』金間 大介/著
●『大人女子のためのデンタルケア事典』歯の寿命をのばす会/著
●『夜更かしの社会史』近森 高明，右田 裕規/編
●『科学がつきとめた疑似科学』山本 輝太郎，石川 幹人/著
●『アメリカ印象派』大橋 菜都子/編著
  《児童向け》
●『捨てられる魚たち』梛木 春幸/著
●『ココロの花』八束 澄子/作
●『５ふんだけちょうだい』ジル・マーフィ/作・絵
●『僕たちは星屑でできている』マンジート・マン/作
●『おすしがあるひたびにでた』田中 達也/作
  《郷土関係》
●『沖縄のスーパー お買い物ガイドブック』室井 昌也/編著
●『日本バスケの革命と言われた男』安里 幸男/著

●毎週月曜日　●2５日（木）資料整理日
●2９日（月）昭和の日　●3０日（火）振替休館日

★『民謡ガール』ツキノ マコト/作
★『正子の生きた時代－女子軍属奇跡の生還－』中村 陽一/著

図書館職員のおすすめ本
『読書で離婚を考えた。』
円城塔＋田辺青蛙/著　幻冬舎 
共に作家として活躍する夫婦が「相互理解」というテー
マの下、互いに本を薦めあい、それぞれ感想のエッセイ
を書くという内容の一冊……のはずが、タイトルは『読
書で離婚を考えた。』。なぜそんなことに？一体どんな
本を薦めたらそうなるの？気になった人はぜひご一読を！

※開催に変更が生じる場合もございます。最新情報は町HPをご覧ください。

図書館利用カード更新のお願い
町立図書館利用カードの有効期限は３月３１日までとなっています。４月以降、貸出をするにはデータの更新手続きが必要です。
更新手続きには、以下のものが必要です。
・町内在住の方…現住所記載の身分証 ※住居表示の実施で住所が変わった方は新住所が確認できる書類の提示をお願いします。
・町内在勤の方…現住所記載の身分証、記入済の利用申込書（会社印押印済のもの）
※基地内在勤の方はエルモ発行の様式での在職証明書と現住所記載の身分証をご提示ください。
・町内在学の方…現住所記載の身分証、学生証 
※団体利用の場合も、再申請が必要です。 ※返却期限を過ぎている資料がある場合、返却するまで更新手続きはできません。
※転出、転勤、卒業等で利用対象に該当しなくなった方は利用カードをお返しください。

詳しくはホームページを
ご覧ください。

▼受付▼

チラシの案内
講座のチラシは募集前の週を目途にホームページに公開、北谷町役場１F、ニライ
センター1F入口、各公民館に設置します。

申込方法
生涯学習プラザ（ニライセンター）１F窓口 ②FAX でお申込のうえ送信確認の要
電話 ③QR コード（要メールアドレス）窓口は開館中受付可能（職員不在時は、警
備員に預け可能）。ただし、電話での申込受付はしていません。 

●記載した講座は延期・中止など変更となる場合があります。
●一時保育預かりは現在行っておりません。

ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ 検索
http://www.chatan.jp/kosodate/plaza/

各講座のお問い合わせ ちゃたんニライセンター１F事務所まで

電子申請が利用できます！
北谷町では、以下の手続を電子申請で行うことができるようになりました。
電子申請を利用することで、役場に行かなくても24時間どこでも手続を行うことができます。なお、電子申請にはスマートフォ

ンやパソコン等が必要となり、手続によってはマイナンバーカードも必要になります。詳しくは北谷町公式ホームページをご確認
ください。※これまでどおり書面で手続することも可能ですので、希望する方法でお手続ください。

【固定資産税】
●家屋滅失届出
●固定資産現所有者申告書兼相続人代表者指定届出
【母子保健】
●妊娠の届出
【児童手当】
●受給事由消滅の届出
●未支払の児童手当等の請求
●児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての
認定請求
●児童手当等に係る寄附の申出
●受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
●児童手当に係る寄附変更等の申出
●氏名変更／住所変更等の届出
●受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変
更等の申出
●児童手当等の額の改定の請求及び届出
●児童手当等の現況届
【児童扶養手当】
●児童扶養手当の現況届の事前送信
【保育】
●支給認定の申請
●保育施設等の利用申込
●保育施設等の現況届

【介護】
●要介護・要支援認定の申請
●要介護・要支援更新認定の申請
●要介護・要支援状態区分変更認定の申請
●居住（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の届出
●介護保険負担割合証の再交付申請
●被保険者証の再交付申請
●高額介護（予防）サービス費の支給申請
●介護保険負担限度額認定申請
●居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
●居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
●住所移転後の要介護・要支援認定申請
【被災者支援】
●罹災証明書の発行申請
【転入転出】
●引越しワンストップサービス
【選挙】
●名簿登録地以外の市区町村の選挙管理委員会におけ
る不在者投票等の投票用紙等の請求
●投票立会人登録申請

電子申請を行える手続

その他実施可能な手続きを随時
北谷町公式ホームページに掲載します。
右記のQRコードを読み込むことで、
北谷町公式ホームページの電子申請の
ページにアクセスできます。

◆
土
居 

想
ノ
助（
北
谷
中
学
校
３
年
）

僕
た
ち
は
、８
月
８
日
か
ら
８
月
11
日
ま

で
の
３
泊
４
日
で
広
島
と
長
崎
に
、原
爆
と

平
和
に
つ
い
て
学
習
し
に
行
き
ま
し
た
。

１
日
目
の
話
を
聞
い
て
、印
象
に
残
っ
た

の
は
、核
兵
器
の
話
と
原
爆
で
失
う
物
の
話

で
す
。核
兵
器
は
世
界
中
に
あ
り
、今
地
球

上
に
一
万
二
千
五
百
発
あ
る
そ
う
で
す
。そ

れ
を
聞
い
た
だ
け
で
も
怖
か
っ
た
け
ど
、失

う
怖
さ
も
勉
強
し
ま
し
た
。紙
に
、自
物
の

大
切
な
も
の
を
書
き
、原
爆
が
落
と
さ
れ
た

影
響
で
、最
終
的
に
は
自
分
し
か
残
り
ま
せ

ん
で
し
た
。友
達
も
、家
族
も
学
校
も
。僕
た

ち
は
想
像
す
る
こ
と
し
か
、で
き
な
い
け
ど
、

当
時
の
人
た
ち
は
、実
際
に
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。そ
の
日

の
夜
は
、交
流
会
で
、ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
や
、他
県
の
派
遣
者
と
一
緒
に
夜
ご
飯

を
食
べ
ま
し
た
。色
ん
な
出
し
物
を
し
て
く

れ
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

二
日
目
は
、午
前
中
は
外
に
出
た
後
、台

風
で
ホ
テ
ル
に
も
ど
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、す

こ
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。な
ぜ
派

遣
に
参
加
し
た
の
か
な
ど
を
聞
か
れ
ま
し

た
。ホ
テ
ル
は
、３
人
、２
人
ず
つ
に
分
か
れ

た
少
し
大
き
め
の
部
屋
で
し
た
。み
ん
な
明

る
く
て
お
も
し
ろ
い
人
た
ち
で
し
た
。　

三
日
目
、ほ
と
ん
ど
移
動
の
日
で
し
た
。新

幹
線
、電
車
や
タ
ク
シ
ー
、色
ん
な
乗
り
物

に
乗
り
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
、濡
れ
た
階
段
を
上
り
な
が
ら
僕

た
ち
は
神
社
に
行
き
ま
し
た
。お
参
り
を
し

た
あ
と
、み
ん
な
は
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
、

お
守
り
を
買
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
終
わ
り
か
と
言
い
な
が
ら
沖
縄
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。短
い
４
日
間
だ
っ
た
け

ど
、原
爆
の
こ
と
も
、戦
争
の
こ
と
も
、人
と

の
関
わ
り
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。派
遣
に

参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

◆
仲
嶺 

涼
舞（
北
谷
高
等
学
校
１
年
）

ぼ
く
は
将
来
、社
会
科
の
教
育
免
許
を
取

る
た
め
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く

の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
、平
和
学
習
に

参
加
し
ま
し
た
。そ
し
て
四
日
間
ぼ
く
た
ち

派
遣
者
は
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
学

ぶ
た
め
一
九
四
五
年
、太
平
洋
戦
争
中
に
米

軍
の
手
に
よ
っ
て
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
長

崎・広
島
に
行
き
、戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
８
日
ぼ
く
た
ち
は
、長
崎
の
平
和
祈

念
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
青
少
年

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
の
様
子
・

現
在
世
界
に
あ
る
核
爆
弾
の
数・被
爆
さ
れ

た
築
城
昭
平
さ
ん
の
講
和
な
ど
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、被
害
も

大
き
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。一
番
驚
い
た
こ

と
は
被
爆
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、つ
ら
い
で

あ
ろ
う
話
を
こ
れ
か
ら
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

８
月
９
日
は
、台
風
の
影
響
で
予
定
通
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
長
崎
の
平
和
祈

念
資
料
館
に
行
き
、そ
こ
に
あ
る
資
料
や
写

真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
10
日
も
同
様
に
予
定
通
り
に
は
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
11
日
に
は
、広
島
平
和
記
念
資
料
館

や
原
爆
ド
ー
ム・
平
和
記
念
公
園
に
あ
っ
た

建
造
物
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

こ
の
四
日
間
を
体
験
し
、戦
争
や
原
爆
は

も
ち
ろ
ん
、ほ
か
の
こ
と
も
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
多
く
の
人
に

伝
え
、戦
争
を
体
験
さ
れ
た
人
の
思
い
を
次

の
世
代
に
も
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
二
度
と
戦
争
の
起
き
な
い
世
界
に
な

る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎

平
和
学
習
派
遣
報
告

今
年
度
の
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島・長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）
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お問い合わせ ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ（平日午前9時～午後5時） ☎936-3492　FAX936-5287

次号の
お知らせ

※今期の「陶芸ろくろ・初級」講座の募集は中止となりました。
★６月環境の日無料映画上映会／６月８日（土）「もったいないキッチン」 
★「英語でガイド」★「男性料理」講座（予定）

生涯学習プラザだより
無調整豆乳を使用してシンプルに作る無添加のカッテージチー

ズとクリームチーズ(合計250g)を作ります。また腸内環境の話をは
じめ、身体に必要な栄養のお話など栄養分子学から学ぶ食の講座
を開催します。（試飲試食あり／作ったチーズはお持ち帰りいただけ
ます）
日　　時：令和6年4月25日(木)
　　　　　13時30分～16時30分（受付13時15分）
場　　所：ちゃたんニライセンター 地下 調理室
講　　師：平良時子氏（発酵料理士）
材 料 費：1,500円
対　　象：町内在住・在勤／一般成人
定　　員：12名（超えたら抽選）
持 ち 物：エプロン、お手拭き、ブレンダー（ある方）、
　　　　　タッパー中サイズ1つ
　　　　　（またはSサイズのジップロック2枚）
申込期間：4月8日（月）～4月15日（月）
抽選結果：4月17日（水）　までに全員へ電話連絡
材料費支払い：4月25日までにつり銭がないよう持参
　　　　　　　（現金のみ。平日9時～17時内）

発酵料理士による「チーズづくりと栄養分子のお話」
化学の塗料や染料ではなく、土からできた天然の顔料を使用した

染め物体験。晒の手ぬぐいに道具を使用し模様を作り、色とパター
ンを選びベンガラ染めを行います。親子参加も可。（染めた手ぬぐい
はお持ち帰りいただけます。ただし制作は1組1枚まで）
日　　時：令和6年4月27日(土)
　　　　　10時～正午（受付9時45分）
場　　所：ちゃたんニライセンター　地下工作室
講　　師：満留香織氏（「つちかえる」主催）
材 料 費：1,000円（手ぬぐい1枚分）
対　　象：町内在住・在勤／一般成人、小学生以上の
　　　　　親子（子ども1名）参加も可
定　　員：15名（超えたら抽選）
持 ち 物：エプロン、お手拭きタオル、洗濯バサミ2個
申込期間：4月10日(水)～4月17日(水)
抽選結果：4月19日(金)までに全員へ電話連絡
材料費支払い：4月25日までにつり銭がないよう持参
　　　　　　　（現金のみ。平日9時～17時内）

手ぬぐい・ベンガラ染め体験講座

▼受付▼

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

お問い合わせ　町立図書館　☎936-3542

図書館だより

ご寄贈、ありがとうございました

定例行事

おはなし会　毎月第１・２・３土曜日

時　間 11時～（２０分程度）
日　時 ・４月６日（土）ボランティアによるおはなし会

・４月１３日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・４月２０日（土）としょかん職員によるおはなし会

場　所 図書館おはなしのへや

ブックスタート
日　時 令和６年４月２４日（水）午前１０時～午後２時
対　象 生後４カ月（令和５年12月1日～3１日生まれ）の乳児とその保護者
場　所 北谷町立図書館 会議室

今月の新刊

4月の休館日

《一般向け》
●『静かに退職する若者たち 部下との1on1の前に知っておいてほしいこと』金間 大介/著
●『大人女子のためのデンタルケア事典』歯の寿命をのばす会/著
●『夜更かしの社会史』近森 高明，右田 裕規/編
●『科学がつきとめた疑似科学』山本 輝太郎，石川 幹人/著
●『アメリカ印象派』大橋 菜都子/編著
  《児童向け》
●『捨てられる魚たち』梛木 春幸/著
●『ココロの花』八束 澄子/作
●『５ふんだけちょうだい』ジル・マーフィ/作・絵
●『僕たちは星屑でできている』マンジート・マン/作
●『おすしがあるひたびにでた』田中 達也/作
  《郷土関係》
●『沖縄のスーパー お買い物ガイドブック』室井 昌也/編著
●『日本バスケの革命と言われた男』安里 幸男/著

●毎週月曜日　●2５日（木）資料整理日
●2９日（月）昭和の日　●3０日（火）振替休館日

★『民謡ガール』ツキノ マコト/作
★『正子の生きた時代－女子軍属奇跡の生還－』中村 陽一/著

図書館職員のおすすめ本
『読書で離婚を考えた。』
円城塔＋田辺青蛙/著　幻冬舎 
共に作家として活躍する夫婦が「相互理解」というテー
マの下、互いに本を薦めあい、それぞれ感想のエッセイ
を書くという内容の一冊……のはずが、タイトルは『読
書で離婚を考えた。』。なぜそんなことに？一体どんな
本を薦めたらそうなるの？気になった人はぜひご一読を！

※開催に変更が生じる場合もございます。最新情報は町HPをご覧ください。

図書館利用カード更新のお願い
町立図書館利用カードの有効期限は３月３１日までとなっています。４月以降、貸出をするにはデータの更新手続きが必要です。
更新手続きには、以下のものが必要です。
・町内在住の方…現住所記載の身分証 ※住居表示の実施で住所が変わった方は新住所が確認できる書類の提示をお願いします。
・町内在勤の方…現住所記載の身分証、記入済の利用申込書（会社印押印済のもの）
※基地内在勤の方はエルモ発行の様式での在職証明書と現住所記載の身分証をご提示ください。
・町内在学の方…現住所記載の身分証、学生証 
※団体利用の場合も、再申請が必要です。 ※返却期限を過ぎている資料がある場合、返却するまで更新手続きはできません。
※転出、転勤、卒業等で利用対象に該当しなくなった方は利用カードをお返しください。

詳しくはホームページを
ご覧ください。

▼受付▼

チラシの案内
講座のチラシは募集前の週を目途にホームページに公開、北谷町役場１F、ニライ
センター1F入口、各公民館に設置します。

申込方法
生涯学習プラザ（ニライセンター）１F窓口 ②FAX でお申込のうえ送信確認の要
電話 ③QR コード（要メールアドレス）窓口は開館中受付可能（職員不在時は、警
備員に預け可能）。ただし、電話での申込受付はしていません。 

●記載した講座は延期・中止など変更となる場合があります。
●一時保育預かりは現在行っておりません。

ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ 検索
http://www.chatan.jp/kosodate/plaza/

各講座のお問い合わせ ちゃたんニライセンター１F事務所まで

電子申請が利用できます！
北谷町では、以下の手続を電子申請で行うことができるようになりました。
電子申請を利用することで、役場に行かなくても24時間どこでも手続を行うことができます。なお、電子申請にはスマートフォ

ンやパソコン等が必要となり、手続によってはマイナンバーカードも必要になります。詳しくは北谷町公式ホームページをご確認
ください。※これまでどおり書面で手続することも可能ですので、希望する方法でお手続ください。

【固定資産税】
●家屋滅失届出
●固定資産現所有者申告書兼相続人代表者指定届出
【母子保健】
●妊娠の届出
【児童手当】
●受給事由消滅の届出
●未支払の児童手当等の請求
●児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての
認定請求
●児童手当等に係る寄附の申出
●受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
●児童手当に係る寄附変更等の申出
●氏名変更／住所変更等の届出
●受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変
更等の申出
●児童手当等の額の改定の請求及び届出
●児童手当等の現況届
【児童扶養手当】
●児童扶養手当の現況届の事前送信
【保育】
●支給認定の申請
●保育施設等の利用申込
●保育施設等の現況届

【介護】
●要介護・要支援認定の申請
●要介護・要支援更新認定の申請
●要介護・要支援状態区分変更認定の申請
●居住（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の届出
●介護保険負担割合証の再交付申請
●被保険者証の再交付申請
●高額介護（予防）サービス費の支給申請
●介護保険負担限度額認定申請
●居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
●居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
●住所移転後の要介護・要支援認定申請
【被災者支援】
●罹災証明書の発行申請
【転入転出】
●引越しワンストップサービス
【選挙】
●名簿登録地以外の市区町村の選挙管理委員会におけ
る不在者投票等の投票用紙等の請求
●投票立会人登録申請

電子申請を行える手続

その他実施可能な手続きを随時
北谷町公式ホームページに掲載します。
右記のQRコードを読み込むことで、
北谷町公式ホームページの電子申請の
ページにアクセスできます。

◆
土
居 

想
ノ
助（
北
谷
中
学
校
３
年
）

僕
た
ち
は
、８
月
８
日
か
ら
８
月
11
日
ま

で
の
３
泊
４
日
で
広
島
と
長
崎
に
、原
爆
と

平
和
に
つ
い
て
学
習
し
に
行
き
ま
し
た
。

１
日
目
の
話
を
聞
い
て
、印
象
に
残
っ
た

の
は
、核
兵
器
の
話
と
原
爆
で
失
う
物
の
話

で
す
。核
兵
器
は
世
界
中
に
あ
り
、今
地
球

上
に
一
万
二
千
五
百
発
あ
る
そ
う
で
す
。そ

れ
を
聞
い
た
だ
け
で
も
怖
か
っ
た
け
ど
、失

う
怖
さ
も
勉
強
し
ま
し
た
。紙
に
、自
物
の

大
切
な
も
の
を
書
き
、原
爆
が
落
と
さ
れ
た

影
響
で
、最
終
的
に
は
自
分
し
か
残
り
ま
せ

ん
で
し
た
。友
達
も
、家
族
も
学
校
も
。僕
た

ち
は
想
像
す
る
こ
と
し
か
、で
き
な
い
け
ど
、

当
時
の
人
た
ち
は
、実
際
に
起
こ
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。そ
の
日

の
夜
は
、交
流
会
で
、ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
や
、他
県
の
派
遣
者
と
一
緒
に
夜
ご
飯

を
食
べ
ま
し
た
。色
ん
な
出
し
物
を
し
て
く

れ
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

二
日
目
は
、午
前
中
は
外
に
出
た
後
、台

風
で
ホ
テ
ル
に
も
ど
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、す

こ
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。な
ぜ
派

遣
に
参
加
し
た
の
か
な
ど
を
聞
か
れ
ま
し

た
。ホ
テ
ル
は
、３
人
、２
人
ず
つ
に
分
か
れ

た
少
し
大
き
め
の
部
屋
で
し
た
。み
ん
な
明

る
く
て
お
も
し
ろ
い
人
た
ち
で
し
た
。　

三
日
目
、ほ
と
ん
ど
移
動
の
日
で
し
た
。新

幹
線
、電
車
や
タ
ク
シ
ー
、色
ん
な
乗
り
物

に
乗
り
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
、濡
れ
た
階
段
を
上
り
な
が
ら
僕

た
ち
は
神
社
に
行
き
ま
し
た
。お
参
り
を
し

た
あ
と
、み
ん
な
は
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
、

お
守
り
を
買
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
終
わ
り
か
と
言
い
な
が
ら
沖
縄
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。短
い
４
日
間
だ
っ
た
け

ど
、原
爆
の
こ
と
も
、戦
争
の
こ
と
も
、人
と

の
関
わ
り
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。派
遣
に

参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

◆
仲
嶺 

涼
舞（
北
谷
高
等
学
校
１
年
）

ぼ
く
は
将
来
、社
会
科
の
教
育
免
許
を
取

る
た
め
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く

の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
、平
和
学
習
に

参
加
し
ま
し
た
。そ
し
て
四
日
間
ぼ
く
た
ち

派
遣
者
は
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
学

ぶ
た
め
一
九
四
五
年
、太
平
洋
戦
争
中
に
米

軍
の
手
に
よ
っ
て
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
長

崎・広
島
に
行
き
、戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
８
日
ぼ
く
た
ち
は
、長
崎
の
平
和
祈

念
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
青
少
年

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
の
様
子
・

現
在
世
界
に
あ
る
核
爆
弾
の
数・被
爆
さ
れ

た
築
城
昭
平
さ
ん
の
講
和
な
ど
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、被
害
も

大
き
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。一
番
驚
い
た
こ

と
は
被
爆
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、つ
ら
い
で

あ
ろ
う
話
を
こ
れ
か
ら
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

８
月
９
日
は
、台
風
の
影
響
で
予
定
通
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
長
崎
の
平
和
祈

念
資
料
館
に
行
き
、そ
こ
に
あ
る
資
料
や
写

真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
10
日
も
同
様
に
予
定
通
り
に
は
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
11
日
に
は
、広
島
平
和
記
念
資
料
館

や
原
爆
ド
ー
ム・
平
和
記
念
公
園
に
あ
っ
た

建
造
物
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

こ
の
四
日
間
を
体
験
し
、戦
争
や
原
爆
は

も
ち
ろ
ん
、ほ
か
の
こ
と
も
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
多
く
の
人
に

伝
え
、戦
争
を
体
験
さ
れ
た
人
の
思
い
を
次

の
世
代
に
も
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
二
度
と
戦
争
の
起
き
な
い
世
界
に
な

る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎

平
和
学
習
派
遣
報
告

今
年
度
の
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島・長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）
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お問い合わせ 住民課 国民年金担当 ☎936-1234（内線2215・2216）／コザ年金事務所 ☎933-2267 お問い合わせ　福祉課　障害福祉係 ☎936-1234（内線2215）

日本国内に住む全ての方は、２０歳になった時に国民年金の被保険者となり保険料の納付が義務付けられていますが、学生で本人の所
得が一定額以下の場合、また学生でなくても一定の条件を満たせば、国民年金保険料の納付が猶予される制度があります。

■学生納付特例制度…………………………………………………………………………………
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学
する方です。
　夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。
　在学中に20歳を迎えた方は、忘れずに学生納付特例の申請を行ってください。
　また、すでに学生納付特例制度により令和５年度の保険料納付を猶予されている方で、令和６年度も引き続き在学予定の方につ
いては、令和６年３月末頃にハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送していただくことにより、令和６年度の申請ができます。
（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
■納付猶予制度……………………………………………………………………………………………………………………………
　学生でない５０歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予されます。
■追納制度…………………………………………………………………………………………………………………………………
　「学生納付特例制度」「納付猶予制度」ともに、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間として算入されます
が、年金額には反映されません。
　就職などで収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金額を増額するため、１０年以内であれば保険料を納めること
ができる「追納制度」を利用されることをお勧めします。（ただし、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納され
ると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。）
　保険料を未納のままにしておくと、老後に年金を受け取ることができなかったり、病気や不慮の事故などにより障害が残った場合
に、障害年金を受け取ることができない場合もあります。
◇手続きに必要な書類
・学生証または在学証明書（原本）
※前年の所得が一定額を超える方で、退職（失業）された方などは、離職が分かる書類（離職票または雇用保険受給資格者証など）
　が必要となる場合があります。詳しくは、住民課国民年金担当またはコザ年金事務所へお問い合わせください。

ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」 障害児福祉手当・特別障害者手当制度について障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

令和６年度から介護保険料が変わります令和６年度から介護保険料が変わります

お問い合わせ 沖縄県介護保険広域連合　総務課企画財政係　☎911-7505
北谷町役場福祉課　高齢者福祉係　☎936-1234（内線2134、2136）

介護保険料はサービスに必要な費用に応じて３年ごとに見直
されます。沖縄県介護保険広域連合が策定した第９期介護保険事
業計画（令和６年度～令和８年度）により６５歳以上の方の介護保
険料は下記のとおり変更となります。

※保険料の額は前年のご本人様の所得額、世帯員の課税状況等により決まります。納付書払い
又は口座振替（普通徴収）の方は７月に納入通知書を送付、年金天引き（特別徴収）の方は９月
に保険料額の決定通知書を送付いたしますのでそちらでご確認ください。

〇主な変更内容
①第８期事業計画までは広域連合構成市町村の実情に
応じて３ランクに分けて保険料が決まっていました
が、第９期事業計画においては一本化されます。
②第８期事業計画においては１２段階となっていた保険
料段階が第９期事業計画においては１６段階に細分
化されます。

QRコードは
こちら
↓

※令和６年４月からの介護保険料についての詳細は
　沖縄県介護保険広域連合ホームページにてご確認ください。

お問い合わせ　土木課　公園係　☎936-1234（内線3222）

AED及び椅子、テーブルの更新により、施設利用者の安心安全な環境の
整備、災害時等での活用、救急体制の強化を図ることを目的としています。

100脚椅子 50脚 50脚
野球場 陸上競技場 屋内運動場

200脚
4脚収納台車（椅子用） 2脚 2脚 8脚
50脚テーブル 30脚 30脚 110脚

合計

テーブル（野球場用50台） 椅子（屋内運動場用50脚）

県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とする方の負担を軽減するため、在宅の重度障害児
（者）に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。

支
給
対
象
者

支
給
制
限

手
続
申
請

手
当
額

障害児福祉手当
精神又は身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介護を必要とする20歳未満の在
宅の重度障害児で、福祉事務所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象とはなりません。
（1）施設に入所（通所を除く）している場合。　（2）政令で定める公的年金を受給している場合。

特別障害者手当

障害児福祉手当
特別障害者手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする20歳
以上の在宅の障害者で、福祉事務所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象とはなりません。
（1）施設に入所（通所を除く）している場合。
（2）病院又は診療所に3ヶ月以上継続入院している場合。

月額　１５，６９０円（令和６年４月現在）
月額　２８，８４０円（令和６年４月現在）

手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、または同居している配偶者及び扶養義務者の前年の所得が
一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書類を添えて、北谷町役場福祉課
の窓口へ提出してください。なお、認定請求書などは役場福祉課又は中部福祉事務所地域福祉班にあります。申請に関
することなど、ご不明な点は北谷町役場福祉課又は中部福祉事務所までお問い合わせください。
●北谷町役場　福祉課　障害福祉係　電話番号　936-1234　（内線2125）
●沖縄県中部福祉事務所地域福祉班　電話番号　989-6603

備
考

現在、障害児福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉手当受給中の方は令和６年４月分より手当額が以下のとおり変更
となりますので、ご了承ください。令和６年４月分以降の障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当の手当額に
ついては、物価変動率（＋3.2％）に基づき、以下の通りとなります。
●障害児福祉手当　15,220円→15,690円　●特別障害者手当　27,980円→28,840円
●経過的福祉手当　15,220円→15,690円

支
給 毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その前月分までの３ヶ月分を、届け出た金融機関の口座に振り込みます。

令和５年度特定防衛施設周辺整備調整交付金を
活用して北谷公園内の備品を整備しました！！
令和５年度特定防衛施設周辺整備調整交付金を
活用して北谷公園内の備品を整備しました！！
野球場のAEDと野球場、陸上競技場、屋内運動場の椅子とテーブルが新しくなりました。
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お問い合わせ 住民課 国民年金担当 ☎936-1234（内線2215・2216）／コザ年金事務所 ☎933-2267 お問い合わせ　福祉課　障害福祉係 ☎936-1234（内線2215）

日本国内に住む全ての方は、２０歳になった時に国民年金の被保険者となり保険料の納付が義務付けられていますが、学生で本人の所
得が一定額以下の場合、また学生でなくても一定の条件を満たせば、国民年金保険料の納付が猶予される制度があります。

■学生納付特例制度…………………………………………………………………………………
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学
する方です。
　夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。
　在学中に20歳を迎えた方は、忘れずに学生納付特例の申請を行ってください。
　また、すでに学生納付特例制度により令和５年度の保険料納付を猶予されている方で、令和６年度も引き続き在学予定の方につ
いては、令和６年３月末頃にハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。
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　学生でない５０歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予されます。
■追納制度…………………………………………………………………………………………………………………………………
　「学生納付特例制度」「納付猶予制度」ともに、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間として算入されます
が、年金額には反映されません。
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　保険料を未納のままにしておくと、老後に年金を受け取ることができなかったり、病気や不慮の事故などにより障害が残った場合
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◇手続きに必要な書類
・学生証または在学証明書（原本）
※前年の所得が一定額を超える方で、退職（失業）された方などは、離職が分かる書類（離職票または雇用保険受給資格者証など）
　が必要となる場合があります。詳しくは、住民課国民年金担当またはコザ年金事務所へお問い合わせください。

ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」 障害児福祉手当・特別障害者手当制度について障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

令和６年度から介護保険料が変わります令和６年度から介護保険料が変わります

お問い合わせ 沖縄県介護保険広域連合　総務課企画財政係　☎911-7505
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介護保険料はサービスに必要な費用に応じて３年ごとに見直
されます。沖縄県介護保険広域連合が策定した第９期介護保険事
業計画（令和６年度～令和８年度）により６５歳以上の方の介護保
険料は下記のとおり変更となります。

※保険料の額は前年のご本人様の所得額、世帯員の課税状況等により決まります。納付書払い
又は口座振替（普通徴収）の方は７月に納入通知書を送付、年金天引き（特別徴収）の方は９月
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〇主な変更内容
①第８期事業計画までは広域連合構成市町村の実情に
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QRコードは
こちら
↓

※令和６年４月からの介護保険料についての詳細は
　沖縄県介護保険広域連合ホームページにてご確認ください。

お問い合わせ　土木課　公園係　☎936-1234（内線3222）
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整備、災害時等での活用、救急体制の強化を図ることを目的としています。
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県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とする方の負担を軽減するため、在宅の重度障害児
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一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書類を添えて、北谷町役場福祉課
の窓口へ提出してください。なお、認定請求書などは役場福祉課又は中部福祉事務所地域福祉班にあります。申請に関
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ついては、物価変動率（＋3.2％）に基づき、以下の通りとなります。
●障害児福祉手当　15,220円→15,690円　●特別障害者手当　27,980円→28,840円
●経過的福祉手当　15,220円→15,690円
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お問い合わせ　社会福祉法人　北谷町社会福祉協議会　☎936-2940

令和5年度北谷町災害ボランティアセンター設置運営訓練研修
大規模な災害が起きた際、復興にかかる支援にはボランティアの力が必要に

なります。
被災状況の把握や、復興支援ボランティアを派遣する役割を持つ「災害ボラ

ンティアセンター」をスムーズに運営するために、3月7日（木）、ちゃたんニライセ
ンターにおいて、北谷町内の団体と社会福祉協議会が協働で災害ボランティア
センター設置運営訓練を開催しました。
訓練では講演会も開催され、日野ボランティア・ネットワーク代表の山下弘彦
氏に「被災者に寄り添う支援とボランティア活動について」をテーマにご講演い
ただきました。
町内外より約130名の参加があり、参加者からは「初めての経験だったが、訓
練を継続していくことに意味がある。」「自分にも力になれることがたくさんあ
る。」とお声をいただきました。

お問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎936-1234（内線5311）

美浜区公民館が第７６回優良公民館表彰（文部科学大臣）を受章しました！
美浜区公民館が第７６回優良公民館表彰

（文部科学大臣）を授賞し、表彰状の伝達およ
び表敬が行われました。
この表彰は、事業内容・方法等に工夫をこら
した公民館活動を行い、その活動成果を生かし
て、人づくり・まちづくり・地域づくりに大きく貢
献している公民館を文部科学大臣が表彰する
ものです。
今回は、美浜区公民館の公民館活性化事業

の取り組みの工夫や、地域課題への取り組み、Ｉ
ＣＴの活用などが評価されての受賞となりまし
た。
岡村館長は、「名誉な賞をいただき大変うれ

しく思います。楽しくをモットーに地域の方 と々
協力して地域づくりに取り組んできました。今回
の受賞も協力していただいている皆様のおかげ
です。今後も地域のために自分にできることをし
ていきたい。」と喜びの言葉を語ってくれました。

お問い合わせ　北谷中学校　☎936-3929

北谷中学校３年生へ折り鶴の贈呈
2月28日（水）北谷中学校において、元教育長の瑞慶覧朝宏さんが３月に卒業す

る北谷中学校３年生へ折り鶴の贈呈を行いました。
瑞慶覧さんは、卒業して新しい道へと旅立つ子どもたちのために、「形あるものを
渡して励みになれば」という思いを込めて平成30年から母校への折り鶴の贈呈続
けています。瑞慶覧さん夫婦で作成した今年の折り鶴は4200羽、一人当たり20羽
でまとめられた折り鶴は卒業生のみならず、３年生の先生方にも贈られました。
折り鶴を受け取った卒業生は、それぞれの色で彩られた折り鶴を見比べながら喜

びで満ちあふれていました。
卒業生からは瑞慶覧さんへ感謝の意を込め、卒業式で披露する卒業の歌をプレ

ゼントしました。
瑞慶覧さんは「折り鶴を見て次のステップとして羽ばたく一歩になってくれると嬉

しい」と話していました。
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所蔵資料 110 手話通訳ボランティア養成講座 北谷町公文書館報

お問い合わせ　公文書館　☎982-7739 公文書館では北谷に関する資料を収集しています。資料の種類や新旧に関わらず、
ご寄贈や情報提供などのご協力をお願いします。

　社会福祉協議会は地域住民と公私の社会福祉関係者が協
力し、地域社会の福祉改善を目指す組織です。北谷町では、
1952年（昭和27年）に社会福祉協議会北谷支部が結成さ
れ、1978年（昭和53年）に法人の認可を受けました。
　写真は、北谷町で初めて行われた手話通訳養成講座です。
この講座は手話通訳ボランティアを育成し、障害者に対する
理解と社会参加を促進することを目的として、第１３回全国身
体障害者スポーツ大会に向
けて北谷町社会福祉協議
会主催で開催されました。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

［掲載資料］写真: SF030100187 第2回手話通訳ボランティア養成講座（1984年）
公文書館
ホームページ

写真を公文書館
検索システムで見る

ありんくりんありんくりんありんくりん

24水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

令和6年4月
日程表

北谷町老人福祉センター
北谷町老人クラブ連合会
☎���-����

４木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケサークル
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

18木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケ（フラ）
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

６土

７日 休館日
27土

28日 休館日 
８月 10：00 男性レクサークル

13：00 カラオケサークル

10水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

23火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
13：00 着付け
14：00 古典音楽教室

９火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

12金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室
14：00 唄のさんぽ道（カラオケ）

26金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室
14：00 唄のさんぽ道（カラオケ）

１月 10：00 大正琴教室
10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

２火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

15月 10：00 大正琴教室
10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

16火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

３水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

５金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室

13土

14日 休館日

20土

21日 休館日

29月 昭和の日 
  

22月 10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

11木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケサークル
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

25木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケ（フラ）
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

　
町
で
は
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
す

る
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
用
品
給
付
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
内
容

　
在
宅
の
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
者
等
を
現

に
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
毎
月
７
千
円

を
上
限
と
し
た
介
護
用
品
給
付
券
を
支
給
し

て
い
ま
す
。支
給
対
象
者
の
要
件
が
あ
る
た

め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
入
院
・
施
設
入
所
者
は
対
象

外
で
す
。）

●
給
付
対
象
介
護
用
品

　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ト
等

●
申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
４
）

□
北
谷
町
介
護
用
品
給
付
事
業

●
補
助
対
象

　
学
校
教
育
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

系
分
野
に
お
い
て
、
沖
縄
県
内
で
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
、
県
外
大
会
等
へ
派
遣
さ
れ
る
北
谷

町
民
及
び
北
谷
町
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
。

　
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
派
遣
が
決

ま
っ
た
ら
、
補
助
の
対
象
に
つ
い
て
、
北
谷
町

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
に
早
め
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
〝
北
谷
町
　
県
外
派
遣
補
助
〞

　
で
検
索
！
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ

●
申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
谷
町
教
育
委
員
会

　
教
育
部
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

　（
北
谷
町
役
場
３
階
）

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４

　
　（
内
線
５
３
２
０
）

□
北
谷
町
教
育
委
員
会
県
外
派
遣
費

補
助
事
業
に
つ
い
て

　
接
種
希
望
者
の
費
用
負
担
を
伴
わ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接
種
に
つ

い
て
は
「
令
和
６
年
３
月
31
日
」
を
も
っ
て
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
秋
ご
ろ
に
65
歳
以
上
の
方
や
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
等
の
機
能
障
害
や
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
を
対
象
に
定
期
接
種
と

し
て
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
等
に
つ
い
て

は
後
日
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
例
臨
時
接
種
の
終
了
に
伴
い
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
キ
オ
ス
ク
端
末

か
ら
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
発

行
、
接
種
証
明
書
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や

同
ア
プ
リ
に
よ
る
接
種
証
明
書
の
新
規
発
行

に
つ
い
て
も
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
使

用
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
９
３
６-

４
３
３
６

●
受
付
時
間

　
平
日
９
時
〜
17
時（
正
午
〜
13
時
を
除
く
）

□
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
特
例
臨
時

接
種
の
終
了
に
つ
い
て

●
受
講
生
・
劇
団
員
の
募
集

　
北
谷
町
自
主
文
化
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的

に
下
記
の
事
業
を
予
定
し
、
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
小
中
学
校
在
籍
者
を
対
象
に
受
講
生
・

劇
団
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
北
谷
町
少
年
少
女
三
線
教
室

◎
北
谷
町
子
ど
も
劇
団-

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ-

　
対
象
学
年
：
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
募
集
期
間
：
令
和
６
年
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
４
月
26
日（
金
）

◎
北
谷
町
子
ど
も
組
踊
教
室

　
対
象
学
年
：
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
募
集
期
間
：
令
和
６
年
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
４
月
26
日（
金
）

※

詳
細
は
、
募
集
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
谷
町
内
の
公
立
小
中
学
校
の
対
象
学
年
に

配
布
し
ま
す
。ま
た
、
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン

タ
ー
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
申
込
み
は
、
募
集
要
領
の
「
申
込
書
兼

保
護
者
同
意
書
」を
ご
提
出
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chatan.jp/kosodate/pla-

za/kanaihole/jishu_ikusei/index.htm
l

ス
マ
ホ
か
ら
簡
単
ア
ク
セ
ス
☟

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

　
☎
９
３
６-

３
４
９
２

　
　（
平
日
９
時
〜
17
時
）

□
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
日
　
時

　
令
和
６
年
４
月
４
日 (

木)

　
・
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
13
時
〜
16
時

●
場
　
所

　
北
谷
町
役
場 

正
面
玄
関
前

●
お
問
い
合
わ
せ

　
沖
縄
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
献
血
推
進
課

　
☎
８
３
４-

３
２
０
１

□
献
血
は
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
北
谷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
修
学
旅
行
費
な

ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
援
助
対
象
者

⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

⑵
生
活
保
護
の
廃
止
又
は
停
止
受
け
た
世
帯

⑶
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

⑷
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

※

上
記
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
生
計
維
持

者
が
長
期
療
養
や
失
業
等
の
特
別
な
事
情
に

よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
及
び
必
要

書
類
を
児
童
生
徒
の
在
学
す
る
学
校
又
は
学

校
教
育
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
及
び
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
学
校

の
事
務
室
又
は
学
校
教
育
課
に
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

※

令
和
６
年
２
月
の
入
学
前
申
請
及
び
継
続

申
請
に
て
認
定
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

不
要
で
す
。

●
申
請
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

●
申
請
場
所

　
在
籍
す
る
学
校
の
事
務
室
又
は
北
谷
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課（
北
谷
町
役
場
３
階
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
北
谷
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
☎
９
８
２-

７
７
０
５

□
就
学
援
助
の
新
規
申
請
の
お
知
ら
せ

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
（
室

内
・
室
外
機
）、テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
・
有
機
Ｅ
Ｌ(

令
和
６
年
４
月
よ

り)

）、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、洗
濯
機
、衣
類
乾
燥

機
に
つ
い
て
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。左
記
の
家
電
に
つ
い
て
は
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
た
処
分
が
必
要
と

な
り
ま
す
。処
分
方
法
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、対

象
対
象
外
製
品
の
見
分
け
方
、
ご
自
身
で
の
運

搬
方
法
等
の
問
い
合
わ
せ
は
一
般
財
団
法
人

家
電
製
品
協
会
が
運
営
す
る
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０-

３
１
９-

６
４
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３-

５
２４
９-

３
４５
５

　　　（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
）

●
受
付
時
間

　
９
時
〜
18
時（
日
曜
・
祝
日
除
く
）

□
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、衣
類
乾
燥
機
を
処
分
に
つ
い
て

17水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

19金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室

30火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル

北
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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お問い合わせ　公文書館　☎982-7739 公文書館では北谷に関する資料を収集しています。資料の種類や新旧に関わらず、
ご寄贈や情報提供などのご協力をお願いします。

　社会福祉協議会は地域住民と公私の社会福祉関係者が協
力し、地域社会の福祉改善を目指す組織です。北谷町では、
1952年（昭和27年）に社会福祉協議会北谷支部が結成さ
れ、1978年（昭和53年）に法人の認可を受けました。
　写真は、北谷町で初めて行われた手話通訳養成講座です。
この講座は手話通訳ボランティアを育成し、障害者に対する
理解と社会参加を促進することを目的として、第１３回全国身
体障害者スポーツ大会に向
けて北谷町社会福祉協議
会主催で開催されました。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

［掲載資料］写真: SF030100187 第2回手話通訳ボランティア養成講座（1984年）
公文書館
ホームページ

写真を公文書館
検索システムで見る

ありんくりんありんくりんありんくりん

24水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

令和6年4月
日程表

北谷町老人福祉センター
北谷町老人クラブ連合会
☎���-����

４木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケサークル
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

18木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケ（フラ）
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

６土

７日 休館日
27土

28日 休館日 
８月 10：00 男性レクサークル

13：00 カラオケサークル

10水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

23火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
13：00 着付け
14：00 古典音楽教室

９火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

12金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室
14：00 唄のさんぽ道（カラオケ）

26金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室
14：00 唄のさんぽ道（カラオケ）

１月 10：00 大正琴教室
10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

２火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

15月 10：00 大正琴教室
10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

16火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル
14：00 古典音楽教室

３水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

５金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室

13土

14日 休館日

20土

21日 休館日

29月 昭和の日 
  

22月 10：00 男性レクサークル
13：00 カラオケサークル

11木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケサークル
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

25木 10：00 書道教室
10：00 フラサークル
13：00 カラオケ（フラ）
14：00 老連囲碁クラブ
14：00 男の貯筋クラブ（福祉課）

　
町
で
は
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
す

る
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
用
品
給
付
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
内
容

　
在
宅
の
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
者
等
を
現

に
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
毎
月
７
千
円

を
上
限
と
し
た
介
護
用
品
給
付
券
を
支
給
し

て
い
ま
す
。支
給
対
象
者
の
要
件
が
あ
る
た

め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
入
院
・
施
設
入
所
者
は
対
象

外
で
す
。）

●
給
付
対
象
介
護
用
品

　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ト
等

●
申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
４
）

□
北
谷
町
介
護
用
品
給
付
事
業

●
補
助
対
象

　
学
校
教
育
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

系
分
野
に
お
い
て
、
沖
縄
県
内
で
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
、
県
外
大
会
等
へ
派
遣
さ
れ
る
北
谷

町
民
及
び
北
谷
町
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
。

　
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
派
遣
が
決

ま
っ
た
ら
、
補
助
の
対
象
に
つ
い
て
、
北
谷
町

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
に
早
め
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
〝
北
谷
町
　
県
外
派
遣
補
助
〞

　
で
検
索
！
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ

●
申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
谷
町
教
育
委
員
会

　
教
育
部
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

　（
北
谷
町
役
場
３
階
）

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４

　
　（
内
線
５
３
２
０
）

□
北
谷
町
教
育
委
員
会
県
外
派
遣
費

補
助
事
業
に
つ
い
て

　
接
種
希
望
者
の
費
用
負
担
を
伴
わ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接
種
に
つ

い
て
は
「
令
和
６
年
３
月
31
日
」
を
も
っ
て
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
秋
ご
ろ
に
65
歳
以
上
の
方
や
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
等
の
機
能
障
害
や
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
を
対
象
に
定
期
接
種
と

し
て
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
等
に
つ
い
て

は
後
日
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
例
臨
時
接
種
の
終
了
に
伴
い
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
キ
オ
ス
ク
端
末

か
ら
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
発

行
、
接
種
証
明
書
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や

同
ア
プ
リ
に
よ
る
接
種
証
明
書
の
新
規
発
行

に
つ
い
て
も
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
使

用
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
９
３
６-
４
３
３
６

●
受
付
時
間

　
平
日
９
時
〜
17
時（
正
午
〜
13
時
を
除
く
）

□
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
特
例
臨
時

接
種
の
終
了
に
つ
い
て

●
受
講
生
・
劇
団
員
の
募
集

　
北
谷
町
自
主
文
化
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的

に
下
記
の
事
業
を
予
定
し
、
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
小
中
学
校
在
籍
者
を
対
象
に
受
講
生
・

劇
団
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
北
谷
町
少
年
少
女
三
線
教
室

◎
北
谷
町
子
ど
も
劇
団-

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ-

　
対
象
学
年
：
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
募
集
期
間
：
令
和
６
年
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
４
月
26
日（
金
）

◎
北
谷
町
子
ど
も
組
踊
教
室

　
対
象
学
年
：
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
募
集
期
間
：
令
和
６
年
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
４
月
26
日（
金
）

※

詳
細
は
、
募
集
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
谷
町
内
の
公
立
小
中
学
校
の
対
象
学
年
に

配
布
し
ま
す
。ま
た
、
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン

タ
ー
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
申
込
み
は
、
募
集
要
領
の
「
申
込
書
兼

保
護
者
同
意
書
」を
ご
提
出
下
さ
い
。

https://w
w
w
.chatan.jp/kosodate/pla-

za/kanaihole/jishu_ikusei/index.htm
l

ス
マ
ホ
か
ら
簡
単
ア
ク
セ
ス
☟

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

　
☎
９
３
６-

３
４
９
２

　
　（
平
日
９
時
〜
17
時
）

□
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
日
　
時

　
令
和
６
年
４
月
４
日 (

木)

　
・
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
13
時
〜
16
時

●
場
　
所

　
北
谷
町
役
場 

正
面
玄
関
前

●
お
問
い
合
わ
せ

　
沖
縄
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
献
血
推
進
課

　
☎
８
３
４-

３
２
０
１

□
献
血
は
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
北
谷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
修
学
旅
行
費
な

ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
援
助
対
象
者

⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

⑵
生
活
保
護
の
廃
止
又
は
停
止
受
け
た
世
帯

⑶
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

⑷
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

※

上
記
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
生
計
維
持

者
が
長
期
療
養
や
失
業
等
の
特
別
な
事
情
に

よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
及
び
必
要

書
類
を
児
童
生
徒
の
在
学
す
る
学
校
又
は
学

校
教
育
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
及
び
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
学
校

の
事
務
室
又
は
学
校
教
育
課
に
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

※

令
和
６
年
２
月
の
入
学
前
申
請
及
び
継
続

申
請
に
て
認
定
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

不
要
で
す
。

●
申
請
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

●
申
請
場
所

　
在
籍
す
る
学
校
の
事
務
室
又
は
北
谷
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課（
北
谷
町
役
場
３
階
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
北
谷
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
☎
９
８
２-

７
７
０
５

□
就
学
援
助
の
新
規
申
請
の
お
知
ら
せ

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
（
室

内
・
室
外
機
）、テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
・
有
機
Ｅ
Ｌ(

令
和
６
年
４
月
よ

り)

）、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、洗
濯
機
、衣
類
乾
燥

機
に
つ
い
て
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。左
記
の
家
電
に
つ
い
て
は
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
た
処
分
が
必
要
と

な
り
ま
す
。処
分
方
法
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、対

象
対
象
外
製
品
の
見
分
け
方
、
ご
自
身
で
の
運

搬
方
法
等
の
問
い
合
わ
せ
は
一
般
財
団
法
人

家
電
製
品
協
会
が
運
営
す
る
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０-

３
１
９-

６
４
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３-

５
２４
９-

３
４５
５

　　　（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
）

●
受
付
時
間

　
９
時
〜
18
時（
日
曜
・
祝
日
除
く
）

□
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、衣
類
乾
燥
機
を
処
分
に
つ
い
て

17水 10：00 老連レクサークル
14：00 筝曲教室

19金 09：30 健康体操教室
14：00 琉球舞踊教室

30火 09：30 健康体操教室
13：00 カラオケサークル

北
谷
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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3月  4日 10,700円 寄附として

●救急出場件数（令和6年2月）

●災害発生件数（令和6年2月）

ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数

火災

自然災害

水難

交通

労災

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院

その他

不搬送

月計
令和5年度
累計

町村名
種別 北谷

0
0
0
5
0
3
6
0
1
33
2
0
25
75
866

0
0
0
6
1
1
31
0
1
101
5
0
28
174
2274

0
0
0
9
4
1
22
0
1
65
2
0
32
136
2072

嘉手納 読谷

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に発

生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、転

落など。
自損行為…故意に自分自身に傷害等を加えた事故。
転　　送…診療所、クリニックなど病院、医院と呼ば

れるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病院

搬送に至らなかった出場。

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった場
合、実際の火災ではない（非火災）のため、火災の発
生件数には含まない報告とする。
災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報告
とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。

火災
救助
風水害

町村名種別 月計
0
1
0

新
年
が
明
け
た
ば
か
り
で
す
が
、あ
っ
と
い
う
間
に
四

月
で
す
ね
。

学
生
時
代
に
、「一月
往
ぬ
る
二
月
逃
げ
る
三
月
去
る
」と

い
う
慣
用
句
を
先
生
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
が
、正
に
そ
の

通
り
で
、時
間
の
流
れ
が
早
い
三
ヶ
月
を
毎
年
感
じ
て
お
り

ま
す
。

四
月
と
い
う
こ
と
は
、す
け
ま
る
の
ど
ぅ
ち
ゅ
い
む
に
〜

も
今
回
で一年
と
な
り
ま
す
。私
生
活
や
趣
味
を
切
り
売
り

し
て
き
ま
し
た
が
、周
り
か
ら
は
こ
れ
と
い
っ
た
反
応
が
無

く
、と
う
と
う
慣
用
句
に
手
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
け
ま
る
は
皆
様
か
ら
の
反
応
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
す
け
ま
る
）

関
係
機
関
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

　
４
月
は
新
生
活
が
始
ま
る
時
期
で
す
。新
入

学
、
就
職
、
引
っ
越
し
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
を
迎
え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。災
害
の
発
生
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。新
し
い
土
地
で
通
勤
や
通
学

の
途
中
に
災
害
に
遭
遇
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。家
族
と
別
々
の
場
所
に
い
る
と
き
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
お
互
い
の
安
否
が

確
認
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
安
否
確
認
方
法

や
集
合
場
所
に
つ
い
て
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
に

は
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
「
１
７
１
」＆「
ｗ
ｅ

ｂ
１
７
１
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
北
谷
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
基
地
・
安
全
対
策
課
　
住
民
安
全
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
４
１
３
）

□
家
族
で
話
し
合
う
防
災
対
策

●
納
期
限

令
和
６
年
４
月
30
日（
火
）

※

納
付
書
は
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
税
務
係

　
☎
９
３
６‒

１
２
３
４（
内
線
１
６
３
０
）

□
４
月
は
固
定
資
産
税（
第
１
期
）の

納
期
で
す

　
国
連
総
会
に
お
い
て
、
毎
年
４
月
２
日
「
世

界
自
閉
症
デ
ー
」（W

orld Autism Awareness 
Day

）
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全
世
界
の

人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
毎
年
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達
障
害
者
啓
発

週
間
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
発
達
障
害
啓
発
週
間
パ
ネ
ル
展
示

　
北
谷
町
役
場
１
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
発

達
障
害
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）〜
４
月
８
日（
月
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係

　
☎
９
３
６-
１
２
３
４（
内
線
２
１
２
１
）　

□
毎
年
４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」、４
月
２
日
〜
４
月
８
日
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す

●
実
施
日

　
令
和
６
年
４
月
18
日（
木
）

●
時
　
間

　
10
時
〜
正
午
、13
時
〜
16
時

※

弁
護
士
の
ご
相
談
は
15
時
ま
で

●
場
所

　
北
谷
町
役
場
１
階
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

※

事
前
予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

当
日
９
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。

※

当
相
談
の
対
象
者
は
北
谷
町
内
在
住
・
勤

務
者
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
長
室
　
秘
書
広
報
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
１
１
２
）　

□
４
月
の
人
権・行
政・

　
町
民
無
料
法
律
相
談

●
募
集
内
容

高
等
学
校
等
、
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
に
在

学
し
て
い
る
生
徒
を
対
象
と
す
る
奨
学
生
の

募
集

●
応
募
資
格

①
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

②
高
等
学
校
等
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
程

に
在
学
し
て
い
る
生
徒

※

①
及
び
②
の
条
件
を
満
た
す
者

●
申
込
方
法

出
願
書
類
を
学
校
か
ら
受
け
取
り
、
学
校
が
定

め
る
提
出
期
日
（
概
ね
４
月
上
旬
〜
中
旬
頃
）

ま
で
学
校
へ
提
出

●
お
問
い
合
わ
せ

　
在
学
し
て
い
る
学
校
の
奨
学
金
担
当
者

□
令
和
６
年
度
高
校
育
英
貸
与
奨
学
生

　
高
等
学
校
貸
与
奨
学
生
及
び
修
学

支
援
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

□
令
和
６
年
度 

６
月
開
講

　
障
が
い
者
委
託
訓
練
生
募
集

●
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
月
）〜
４
月
24
日（
水
） 

【
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
基
本
実
務
料
】

●
訓
練
場
所

　
イ
オ
ン
琉
球
株
式
会
社（
イ
オ
ン
具
志
川
店
）

●
訓
練
期
間

　
６
月
３
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）

●
受
講
料

　
無
料（
但
し
保
険
料
・
駐
車
場
代
は
自
己
負
担
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
９
７
３-

６
６
８
０

令和６年６月16日(日)は沖縄県議会議員一般選挙の投票日です

寄附日（令和6年） お名前 金額 内容
2月  2日 5,000円 寄附として森山　朝信 様 

2月  2日 1,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

2月  8日 10,000円匿名 様 寄附として

2月  5日 52,500円
北谷町産業総合展
示会農産物即売会
の売上金として会長 仲宗根　仁志 様 

北谷町自都会連絡協議会

2月19日 2,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

2月  8日 200,000円 故　御母堂様の
香典返しとして宮里　友常 様 

津嘉山　広 様 2月21日 100,000円 故　津嘉山芳子様
の香典返しとして

渡慶次　孝子 様 2月  9日 1,000円 寄附として

2月26日 3,861円 寄附として宮城　安治 様 

3月  1日 2,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

寄附 ご芳志ありがとうございました
《北谷町社会福祉協議会》

お問い合わせ　北谷町選挙管理委員会　☎936-1234（内線4201）

災害用伝言ダイヤル 171 及び
災害用伝言版web171

期日前投票
期間／６月８日(土)～６月15日(土)
時間／8時30分～20時
場所／北谷町役場　２階　入札室
投 票 日
６月16日(日)7時～20時
場所／町内6投票所

北谷町シルバー人材センター 様 
公益社団法人

公益社団法人　北谷町シルバー人材センターより寄附

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1112）

「町民カレンダー」と「ありんくりん」のページを
リニューアルします！
広報ちゃたんにおいて、より多く

の記事を掲載するため、次号より「町民カレンダー」と「ありんくりん（北谷町老
人クラブ連合会日程表）」の記事をリニューアルする予定です。
これまで「町民カレンダー」や「ありんくりん」を使用されていた皆様にはご不
便をおかけしますが、町民の皆様が読みやすい広報紙づくりに努めてまいりま
すので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

ありんくりんありんくりんありんくりん

広報ちゃたん　2024年4月号　　 2223　　 広報ちゃたん　2024年4月号



3月  4日 10,700円 寄附として

●救急出場件数（令和6年2月）

●災害発生件数（令和6年2月）

ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数

火災

自然災害

水難

交通

労災

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院

その他

不搬送

月計
令和5年度
累計

町村名
種別 北谷

0
0
0
5
0
3
6
0
1
33
2
0
25
75
866

0
0
0
6
1
1
31
0
1
101
5
0
28
174
2274

0
0
0
9
4
1
22
0
1
65
2
0
32
136
2072

嘉手納 読谷

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に発

生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、転

落など。
自損行為…故意に自分自身に傷害等を加えた事故。
転　　送…診療所、クリニックなど病院、医院と呼ば

れるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病院

搬送に至らなかった出場。

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった場
合、実際の火災ではない（非火災）のため、火災の発
生件数には含まない報告とする。
災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報告
とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。

火災
救助
風水害

町村名種別 月計
0
1
0

新
年
が
明
け
た
ば
か
り
で
す
が
、あ
っ
と
い
う
間
に
四

月
で
す
ね
。

学
生
時
代
に
、「一月
往
ぬ
る
二
月
逃
げ
る
三
月
去
る
」と

い
う
慣
用
句
を
先
生
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
が
、正
に
そ
の

通
り
で
、時
間
の
流
れ
が
早
い
三
ヶ
月
を
毎
年
感
じ
て
お
り

ま
す
。

四
月
と
い
う
こ
と
は
、す
け
ま
る
の
ど
ぅ
ち
ゅ
い
む
に
〜

も
今
回
で一年
と
な
り
ま
す
。私
生
活
や
趣
味
を
切
り
売
り

し
て
き
ま
し
た
が
、周
り
か
ら
は
こ
れ
と
い
っ
た
反
応
が
無

く
、と
う
と
う
慣
用
句
に
手
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
け
ま
る
は
皆
様
か
ら
の
反
応
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
す
け
ま
る
）

関
係
機
関
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

　
４
月
は
新
生
活
が
始
ま
る
時
期
で
す
。新
入

学
、
就
職
、
引
っ
越
し
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
を
迎
え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。災
害
の
発
生
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。新
し
い
土
地
で
通
勤
や
通
学

の
途
中
に
災
害
に
遭
遇
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。家
族
と
別
々
の
場
所
に
い
る
と
き
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
お
互
い
の
安
否
が

確
認
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
安
否
確
認
方
法

や
集
合
場
所
に
つ
い
て
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
と
き
に

は
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
「
１
７
１
」＆「
ｗ
ｅ

ｂ
１
７
１
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
北
谷
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
基
地
・
安
全
対
策
課
　
住
民
安
全
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
４
１
３
）

□
家
族
で
話
し
合
う
防
災
対
策

●
納
期
限

令
和
６
年
４
月
30
日（
火
）

※

納
付
書
は
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
税
務
係

　
☎
９
３
６‒

１
２
３
４（
内
線
１
６
３
０
）

□
４
月
は
固
定
資
産
税（
第
１
期
）の

納
期
で
す

　
国
連
総
会
に
お
い
て
、
毎
年
４
月
２
日
「
世

界
自
閉
症
デ
ー
」（W

orld Autism Awareness 
Day

）
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全
世
界
の

人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
毎
年
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達
障
害
者
啓
発

週
間
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
発
達
障
害
啓
発
週
間
パ
ネ
ル
展
示

　
北
谷
町
役
場
１
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
発

達
障
害
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）〜
４
月
８
日（
月
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
２
１
）　

□
毎
年
４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」、４
月
２
日
〜
４
月
８
日
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す

●
実
施
日

　
令
和
６
年
４
月
18
日（
木
）

●
時
　
間

　
10
時
〜
正
午
、13
時
〜
16
時

※

弁
護
士
の
ご
相
談
は
15
時
ま
で

●
場
所

　
北
谷
町
役
場
１
階
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

※

事
前
予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

当
日
９
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。

※

当
相
談
の
対
象
者
は
北
谷
町
内
在
住
・
勤

務
者
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
長
室
　
秘
書
広
報
係

　
☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
１
１
２
）　

□
４
月
の
人
権・行
政・

　
町
民
無
料
法
律
相
談

●
募
集
内
容

高
等
学
校
等
、
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
に
在

学
し
て
い
る
生
徒
を
対
象
と
す
る
奨
学
生
の

募
集

●
応
募
資
格

①
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

②
高
等
学
校
等
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
程

に
在
学
し
て
い
る
生
徒

※

①
及
び
②
の
条
件
を
満
た
す
者

●
申
込
方
法

出
願
書
類
を
学
校
か
ら
受
け
取
り
、
学
校
が
定

め
る
提
出
期
日
（
概
ね
４
月
上
旬
〜
中
旬
頃
）

ま
で
学
校
へ
提
出

●
お
問
い
合
わ
せ

　
在
学
し
て
い
る
学
校
の
奨
学
金
担
当
者

□
令
和
６
年
度
高
校
育
英
貸
与
奨
学
生

　
高
等
学
校
貸
与
奨
学
生
及
び
修
学

支
援
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

□
令
和
６
年
度 

６
月
開
講

　
障
が
い
者
委
託
訓
練
生
募
集

●
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
月
）〜
４
月
24
日（
水
） 

【
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
基
本
実
務
料
】

●
訓
練
場
所

　
イ
オ
ン
琉
球
株
式
会
社（
イ
オ
ン
具
志
川
店
）

●
訓
練
期
間

　
６
月
３
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）

●
受
講
料

　
無
料（
但
し
保
険
料
・
駐
車
場
代
は
自
己
負
担
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
９
７
３-

６
６
８
０

令和６年６月16日(日)は沖縄県議会議員一般選挙の投票日です

寄附日（令和6年） お名前 金額 内容
2月  2日 5,000円 寄附として森山　朝信 様 

2月  2日 1,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

2月  8日 10,000円匿名 様 寄附として

2月  5日 52,500円
北谷町産業総合展
示会農産物即売会
の売上金として会長 仲宗根　仁志 様 

北谷町自都会連絡協議会

2月19日 2,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

2月  8日 200,000円 故　御母堂様の
香典返しとして宮里　友常 様 

津嘉山　広 様 2月21日 100,000円 故　津嘉山芳子様
の香典返しとして

渡慶次　孝子 様 2月  9日 1,000円 寄附として

2月26日 3,861円 寄附として宮城　安治 様 

3月  1日 2,000円 寄附として渡慶次　孝子 様 

寄附 ご芳志ありがとうございました
《北谷町社会福祉協議会》

お問い合わせ　北谷町選挙管理委員会　☎936-1234（内線4201）

災害用伝言ダイヤル 171 及び
災害用伝言版web171

期日前投票
期間／６月８日(土)～６月15日(土)
時間／8時30分～20時
場所／北谷町役場　２階　入札室
投 票 日
６月16日(日)7時～20時
場所／町内6投票所

北谷町シルバー人材センター 様 
公益社団法人

公益社団法人　北谷町シルバー人材センターより寄附

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1112）

「町民カレンダー」と「ありんくりん」のページを
リニューアルします！
広報ちゃたんにおいて、より多く

の記事を掲載するため、次号より「町民カレンダー」と「ありんくりん（北谷町老
人クラブ連合会日程表）」の記事をリニューアルする予定です。
これまで「町民カレンダー」や「ありんくりん」を使用されていた皆様にはご不
便をおかけしますが、町民の皆様が読みやすい広報紙づくりに努めてまいりま
すので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

ありんくりんありんくりんありんくりん

広報ちゃたん　2024年4月号　　 2223　　 広報ちゃたん　2024年4月号



編
集
・
発
行
／
 北
谷
町
役
場
町
長
室
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
１
番
１
号
　
☎
098-936-1234　

2024年
4月
1日
発
行
　
印
刷
／
株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷
  ☎
 098-995-4444

広
報

No.560
APRIL 2024

Chatan Town News
広報 4

ちゃたんの人口《令和6年2月末現在》（  ）内は前月との比較

人口 29,160人 （+42） 男 13,877人 （+23） 女 15,066人 （+19） 世帯数 12,529 世帯（+32）

《町花》フイリソシンカ 《町木》センダン
本号とバックナンバーは、北谷町役場ホームページでご覧になれます

広報ちゃたん 検 索http://www.chatan.jp 
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北谷町公式LINE
LINEの友達登録者数が
4,200人を突破したたん！

沖縄県議会議員一般選挙
投票日 6月16日（日）

お問い合わせ　企画財政課　管財係　☎936-1234（内線1342）

お問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎936-1234（内線5310）

お問い合わせ　学校教育課　指導係　☎936-1234（内線5222）

北谷町役場
来庁者用
駐車場変更の
おしらせ

来庁者駐車場配置図

北谷町役場庁舎

上下水道庁舎

こばし内科クリニック
とうま整形外科クリニック

来庁者駐車場

文化展示室（1階）
文化課執務室（2階）

令和6年4月1日から来庁者用
駐車場の配置が上下水道庁舎隣
へと変更になります。

特別支援学校入学・特別支援学級入級に係る教育相談のご案内
北谷町教育委員会では特別な支援を必要とするお子様に対しての教育相談を行います。
令和7年4月から、特別支援学校や特別支援学級への入学・入級を希望される幼児児童生徒の保護者の方は、在
籍している町立保育所・認可保育園・町立幼稚園・町立小中学校へ相談し、6月25日（火）までに申請してください。上
記以外の施設や家庭で保育されている場合は、教育委員会へ直接申請してください。

令和6年度 北谷町ハワイ短期留学派遣生募集
北谷町教育委員会では、国際性豊かな人材育成を図るため、北谷町に在住する中学生
及び高校生15名程度をアメリカ合衆国ハワイ州へ派遣します。

日　時 令和6年5月14日（火）　15：00～16：30（受付14：30～）
場　所 北谷町役場　1階　レセプションホール

内　容 特別支援学校への入学及び特別支援学級入級に係る申請手続きに
ついて特別支援学校での指導について　等

対象者 令和7年度　特別支援学校及び特別支援学級への入学・入級を
希望する保護者及び関係者（担任、支援者等）

【特別支援教育に関する就学説明会】

期　間 令和6年5月20日（月）～6月13日（木）
窓　口 北谷町役場３階　北谷町教育委員会 学校教育課（電話での予約をお願いします）

【特別支援教育に関する教育相談】

相談後、6月25日（火）までに北谷町教育委員会　学校教育課へ申請をお願いします。

１ 派遣期間（予定）
令和６年７月２２日（月）から８月８日（木）までの１８日間

３ 派遣費用
３割負担（ただし、個人負担額の上限は10万円）

２ 派遣内容
（１）オリエンテーション及び事前研修（英会話・琉球伝統芸能）
（２）ハワイ東海インターナショナルカレッジ講師による語学学

習や課外研修、ハワイ東海インターナショナルカレッジ学
生寮滞在

（３）北谷・嘉手納町人会、沖縄県人会でのホームステイ体験や
ピクニック交流会

（４）事後研修及び報告書作成

４ 申込書の受付
令和６年３月２８日（木）～４月２４日（水）
（郵送の場合は４月２４日必着）
8時30分～17時15分（土日祝日を除く）

５ 選考方法
提出書類、作文及び面接（日本語と英語）

６ 選考試験の日時及び場所
日　時：令和６年５月１１日（土）
場　所：北谷町役場
※応募資格、申込書、推薦書、（準）要保護世帯等の負担額に関しての
　詳しい内容は、町ホームページにてお知らせします。

目指せ、頂点
。

ちばりよー！

        ドラゴ
ンズ！

中日ドラゴンズ沖縄春季キャンプ＠Agreスタジアム北谷（関連記事はp2-3）

北谷町イメージキャラクター
ちーたん
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